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              紀美野町第３回定例会会議録 

              平成２３年９月６日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２３年９月６日（火）午前９時００分開議 

 第 １         会議録署名議員の指名について 

 第 ２         会期の決定について 

 第 ３         諸般の報告について 

 第 ４ 議案第４０号 平成２２年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第 ５ 議案第４１号 平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ６ 議案第４２号 平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

 第 ７ 議案第４３号 平成２２年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ８ 議案第４４号 平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ９ 議案第４５号 平成２２年度紀美野町老人保健事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 第１０ 議案第４６号 平成２２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１１ 議案第４７号 平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 第１２ 議案第４８号 平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第１３ 議案第４９号 平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 第１４ 議案第５０号 平成２２年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

 第１５ 議案第５１号 紀美野町暴力団排除条例の制定について 

 第１６ 議案第５２号 紀美野町税条例等の一部を改正する条例について 
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 第１７ 議案第５３号 紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を改正する条 

            例について 

 第１８ 議案第５４号 紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 

            について 

 第１９ 議案第５５号 紀美野町道路線の認定について 

 第２０ 議案第５６号 五色台広域施設組合規約の変更について 

 第２１ 議案第５７号 平成２３年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）について 

 第２２ 議案第５８号 平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

 第２３ 議案第５９号 平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

            算（第１号）について 

 第２４ 議案第６０号 平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号）について 

 第２５ 議案第６１号 平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号）について 

 第２６ 議案第６２号 平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補 

            正予算（第１号）について 

 第２７ 議案第６３号 平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

 第２８ 議案第６４号 平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            ２号）について 

 第２９ 議案第６５号 平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第 

            ２号）について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第２９まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １４名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 
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               １番 七良浴   光 君 

               ２番 町 田 富枝子 君 

               ３番 田 代 哲 郎 君 

               ４番 小 椋 孝 一 君 

               ５番 北 道 勝 彦 君 

               ６番 向井中 洋 二 君 

               ７番 上 北 よしえ 君 

               ８番 伊 都 堅 仁 君 

               ９番 仲 尾 元 雄 君 

              １０番 松 尾 紘 紀 君 

              １１番 杉 野 米 三 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

              １３番 美 濃 良 和 君 

              １４番 加 納 国 孝 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 井 上   章 君 

            企画管財課長 増 谷 守 哉 君 

            住 民 課 長 牛 居 秀 行 君 

            税 務 課 長 中 谷 嘉 夫 君 

            産 業 課 長 岩 田 貞 二 君 

            建 設 課 長 山 本 広 幸 君 
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            会 計 管 理 者 平 松 泰 清 君 

            総務学事課長 

            教 育 次 長 
中 尾 隆 司 君 

            生涯学習課長 新 田 千 世 君 

            保健福祉課長 山 本 倉 造 君 

            水 道 課 長 南   秀 秋 君 

            地籍調査課長 温 井 秀 行 君 

            美 里 支 所 長 尾 花 延 弥 君 

            会 計 課 長 西 切 博 充 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 大 東 淳 悟 君 

            書 記 中 谷 典 代 君 
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 開 会 

○議長（加納国孝君）    規定の定足数に達しておりますので、ただいまより平成２

３年度第３回紀美野町議会定例会を開会いたします。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（加納国孝君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（加納国孝君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、５番、北道勝彦

君、６番、向井中洋二君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（加納国孝君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、仲尾元雄君。 

（議会運営委員長 仲尾元雄君 登壇） 

○議会運営委員長（仲尾元雄君）    去る９月１日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について御報告いたします。 

  会期は本日から２１日までの１６日間とし、再開日は１３日、１６日及び２１日と決

定しました。 

  議事日程については、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  なお、決算の認定につきましては、質疑を終了した後、決算審査特別委員会を設置し

て付託したいと思います。 

  次に、一般質問の通告は９月７日（水曜日）の午後３時までといたします。 

  次に、全員協議会を９月６日、本日の本会議終了後、開催したいと思います。 

  次に、総務文教常任委員会を９月８日（木曜日）午前９時３０分から、産業建設常任

委員会を９月９日（金曜日）午前９時３０分から開催したいと思います。 

  また、決算審査特別委員会が設置された場合、９月１３日、本会議終了後、開催した

いと思います。  

  次に、広報編集委員会を９月１６日、本会議終了後、開催したいと思います。 
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  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いい

たします。 

  以上で報告を終わります。 

（議会運営委員長 仲尾元雄君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月２１日までの１６日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（加納国孝君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月２１日までの１６日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（加納国孝君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告が提出されております。 

  お手元に配付のとおりであります。御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言ごあいさつ並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位をはじめ関係

者の皆様方には、何かと御多忙の中御出席を賜り、まことにありがとうございます。 

  さて、国では野田新首相が誕生し、震災復興や原発事故対策等に早急な取り組みが求

められているところでございます。また、最近の急激な円高・株安は、中小企業や輸出

関連企業に重大な影響を与えるとともに、景気の悪化が懸念されるところであり、今後

の国における施策等を見ながら対応をしてまいりたいと考えております。 

  また、心配されました夏の節電対策につきましては、受給が逼迫することもなく、電

力使用率９４％が最大のピークで、夏場の節電の峠は越えたと見られています。また、

当町役場等におきましての節電率１０％は、町民をはじめ、議員並びに職員の皆様方の
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御協力によりまして達成することができました。 

  また、このたび９月３日から４日にかけて大型台風１２号が四国に上陸し、紀伊半島

にかつてない時間雨量１００ミリから１３０ミリの大雨を降らせ、当町におきましても、

道路の土砂崩れをはじめ道路冠水が数カ所で発生し、また家屋の床上・床下浸水は下

佐々庄原地内、松瀬地内、西野釜滝地内等において各所であり、避難勧告や避難指示を

発令をいたしました。 

  さらに増水のため危険が出てきた海南鋼管団地の一部にも避難指示を発令し、避難し

ていただきましたが、寸前で被害を免れたところであります。今回の台風１２号による

避難状況は、自主避難１８名、避難勧告２４名、避難指示は海南鋼管団地の一部も含め

まして１６７名であります。現在も被災者に対するごみ、泥等の収集処理活動を行って

いるところでございますが、１日も早い復興と、これを教訓として行政、消防団、地元

組織等の連携をさらに密にしてまいりたい。また、救助活動等に必要な道路施設等の早

急な復旧もあわせて検討してまいりたいと考えております。 

  さて、今議会の補正予算に上程しております福田集会所とスポーツ公園体育館の耐震

診断は、指定避難所となっていますので、耐震性の確認を行うものでございます。地域

支え合い連携体制構築事業は、徘徊ネットワークや情報配信メールシステムの構築と住

民の支え合いマップ作成事業を行います。 

  また、消防団員の公務災害補償掛金の増額は東日本大震災の関係によるものでござい

ます。 

  さて、今期定例会に上程をいたしております案件は、議案第４０号から議案第６５号

までの２６件であります。平成２２年度紀美野町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認

定の承認をいただく案件が１１件、町条例の制定にかかる案件が１件、町条例の一部改

正にかかる案件が３件、町道路線の認定についての案件、組合規約の変更についての案

件、そして平成２３年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算にかかる案件が９件

であります。それぞれ担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、

原案どおり御可決をいただきますようお願い申し上げまして、あいさつ並びに行政報告

とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    しばらく休憩します。 
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 休 憩 

（午前 ９時１３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（加納国孝君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午前 ９時１３分） 

○議長（加納国孝君）    次に、過日、総務文教産業建設両常任委員会が町内の所管

事務調査を行っておりますので、委員長から調査結果について報告を願います。 

  総務文教常任委員長、上北よしえ君。 

（総務文教常任委員長 上北よしえ君 登壇） 

○総務文教常任委員長（上北よしえ君）    総務文教常任委員長報告。 

  去る８月２６日、総務文教常任委員会、町内所管事務調査を実施いたしました。 

  執行部から総務学事課長ほか、総務課から集会所防災担当者、福祉課から保育所担当

者に同行していただきました。議会からは常任委員７名参加のもと、町内６８カ所の集

会所のうち、昭和５６年以前に建築された木造の集会所９カ所、毛原保育所、毛原小学

校の建物調査を行いました。 

  集会所については、いずれも老朽化しており、地震等の災害時に利用することができ

ない可能性があり、また毛原保育所、毛原小学校は、耐震調査により既に耐震改修の必

要性が指摘されている施設であり、いずれも早急に検討対処が必要である状況でした。 

  今回調査した町有施設のみならず、耐震基準を満たしていないすべての町有施設につ

いて、早急に対処すべきものでありました。 

  次に災害時の備蓄品について、美里支所、消防署敷地内備蓄庫の調査を行いました。

食料＝ご飯、１,９８８食、飲料水５００ミリ入りが８１６本、毛布が３３３枚、土の

う袋１,０００袋等の備蓄品を確認しましたが、医薬品、日用品等、品目・数量的にま

だまだ不足していると考えられ、再度の見直しを行い、非常時に間に合う備蓄品、備蓄

量とすべきものでありました。 

  以上で委員長報告を終わります。 

（総務文教常任委員長 上北よしえ君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    産業建設常任委員長、松尾紘紀君。 

（産業建設常任委員長 松尾紘紀君 登壇） 
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○産業建設常任委員長（松尾紘紀君）    産業建設常任委員長報告。 

  去る７月１３日、産業建設常任委員会町内所管事務調査を実施いたしました。 

  執行部から産業課長、建設課長に同行していただきました。議会からは議長と常任委

員７名参加のもと、産業課管轄のふるさと農園、生石高原登山者利用駐車場予定地、建

設課管轄の現在計画実施中の道路の調査を行いました。 

  ふるさと農園については、現在１８区画中６区画の利用状況であり、今後、町内向け

の広報紙だけでなく、ホームページ等を利用し、町外に向けてより積極的にＰＲしてい

くとのことでした。 

  また、生石高原登山者用駐車場予定地では、駐車場大型２台、普通車１０台程度の整

備に着手、用地買収も済み、今秋完成を目指しているとのことでした。 

  次に町内道路の実施計画路線につきましては、実施中、もしくは年度内実施に向けて

順調に進行していました。 

  以上で委員長報告を終わります。 

（産業建設常任委員長 松尾紘紀君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    次に一般質問の通告は、９月７日午後３時までに提出願い

ます。 

  今期定例会までに受理した陳情は、お手元に配付のとおりであります。 

  「陳情第２号」は産業建設常任委員会へ付託しましたので、報告します。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

◎日程第 ４ 議案第４０号 平成２２年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

              て 

◎日程第 ５ 議案第４１号 平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第 ６ 議案第４２号 平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳 

              入歳出決算の認定について 

◎日程第 ７ 議案第４３号 平成２２年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第 ８ 議案第４４号 平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第 ９ 議案第４５号 平成２２年度紀美野町老人保健事業特別会計歳入歳出決算 
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              の認定について 

◎日程第１０ 議案第４６号 平成２２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第１１ 議案第４７号 平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第１２ 議案第４８号 平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１３ 議案第４９号 平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

○議長（加納国孝君）    日程第４、議案第４０号、平成２２年度紀美野町一般会計

歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第４１号、平成２２年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第４２号、平成２２

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、

議案第４３号、平成２２年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第８、議案第４４号、平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、日程第９、議案第４５号、平成２２年度紀美野町老人保健

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１０、議案第４６号、平成２２年度

紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１１、議案第

４７号、平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日

程第１２、議案第４８号、平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計

歳入歳出決算の認定について及び日程第１３、議案４９号、平成２２年度紀美野町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、以上１０件を一括議題とします。 

  説明を願います。 

  会計管理者、平松君。 

（会計管理者 平松泰清君 登壇） 

○会計管理者（平松泰清君）    それでは恐れ入りますが、議案書の１ページを御覧

ください。 

  ただいま一括議題とされました議案第４０号から議案第４９号までの説明をさせてい

ただきます。 

  説明は款項について、執行額のみ読み上げさせていただきますので、よろしく御了承
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いただきたいと思います。 

  なお、本決算につきましては、８月１７日、１８日、１９日の３日間にわたり、監査

委員による決算審査を実施していただいております。 

  十分御審査の上、認定いただきますようお願い申し上げます。 

  議案第４０号、平成２２年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、標記決算を

別冊により、別紙監査委員の意見書（写）をつけて議会の認定に付する。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  なお、以下、議案第４１号から議案第４９号までの朗読は省略させていただきますの

で、御了承いただきたいと思います。 

  それでは別冊、平成２２年度紀美野町決算書２ページを御覧ください。 

  平成２２年度一般会計歳入歳出決算書、歳入でございます。 

  １款、町税の収入済額は９億１,１１８万６４２円、不納欠損額、１５３万１８２円、

収入未済額、３,３９１万８,５３４円となっています。 

  町税収入は前年に比べ、３,４２１万５５９円、３.６％の減額でございます。 

  １項、町民税は３億７,２２２万１,０１８円、個人町民税の徴収率は現年度分９８.

５５％、滞納分は２６.１９％でございます。個人町民税の不納欠損額は３９万３,３１

０円となりました。 

  ２項、固定資産税は４億８,０４９万８,８６１円、徴収率は現年度分９８.７８％、

滞納分、１４.４１％、不納欠損額は９０万２,４７２円となりました。 

  ３項、軽自動車税は３,０１３万６,０００円、徴収率は現年度分、９７.４９％、滞

納分、１７.９５％、不納欠損額、２３万４,４００円となっています。 

  ４項、市町村たばこ税は、収入済額、２,５６１万８,３１３円となり、前年度に比べ、

１７９万９,２１８円、率にして６.６％の減額でございます。 

  ５項、入湯税は収入済額、２７０万６,４５０円で、前年度より６３万８,６２５円、

率にして１９.１％の減額でございます。 

  ２款、地方譲与税は８,２３２万９,０５７円、内訳は１項、地方揮発油譲与税、２,

４２３万円、２項、自動車重量譲与税、５,８０９万９,０００円、３項、地方道路譲与

税、５７円となっています。 

  ３款、利子割交付金は５９０万４,０００円で、昨年度に比べ、３０万５,０００円、
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率にして４.９％の減額でございます。 

  ４款、配当割交付金は２７１万５,０００円で、昨年度に比べ、５０万２,０００円の

増額でございます。 

  ５款、株式等譲渡所得割交付金は７８万１,０００円で、前年度に比べ、１３万８,０

００円の減額でございます。 

  ６款、地方消費税交付金は９,０５７万４,０００円で、昨年度に比べ、１５万６,０

００円の減額でございます。 

  ７款、ゴルフ場利用税交付金は４,１６７万４,６３９円で、昨年に比べ、２７２万４,

７８６円の減額でございます。 

  ８款、自動車取得税交付金は２,１４４万４,０００円で、４６６万５,０００円の減

額でございます。 

  ９款、地方特例交付金は２,３１６万１,０００円で、昨年に比べ、８８６万２,００

０円の増額でございます。 

  １０款、地方交付税は４１億５,６１２万５,０００円で、前年より２億７,７０３万

７,０００円の増額で、前年に比べて７.１％の増でございます。 

  １１款、交通安全対策特別交付金は１６６万６,０００円で、前年度より１万５,００

０円の減額でございます。 

  １２款、分担金及び負担金は３,６６９万３,８３０円で、内訳は１項、分担金、３０

６万５,７１８円、次の４ページを御覧ください。２項、負担金が３,３６２万８,１１

２円で、昨年より３９１万７,３００円の減額となっています。 

  １３款、使用料及び手数料は１億２,０１０万５,０３８円で、昨年度に比べ、４１７

万７,１６３円の増額でございます。収入未済額は３１６万２,１５０円で、昨年より８

２万４,４５０円の増額となっています。 

  １項、使用料は４,０７６万９,５６５円で、庁舎等使用料が１６２万６,０００円、

長谷毛原健康センター等使用料が３２９万１３０円、緑の雇用担い手住宅使用料等、８

７万円、公営住宅・特定住宅・町営駐車場使用料等が３,１６０万３,５１０円となって

おり、また、天文台使用料や農村総合センター使用料の教育使用料が３３７万９,９２

５円となっています。収入未済額、３１６万２,１５０円で、そのうち公営住宅使用料

が２８８万８,１００円、町営駐車場使用料が２７万４,０５０円となっております。 

  ２項、手数料は７,９３５万５,４７３円で、総務手数料の５９０万円、衛生手数料、
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１,３３８万３,０００円となっております。土木手数料は５,９８９万６,８７３円のう

ち、建設残土処理手数料は５,９８８万５７３円で、昨年度に比べ、３７４万６,６２８

円の増額となっています。 

  １４款、国庫支出金は６億５,０５８万２,３６９円で、前年度に比べ、３億２,５８

７万２,８０２円の減額でございますが、このうち３億９,９７５万円が繰越財源でござ

います。 

  １項、国庫負担金は１億５,８４２万５,６１９円で、主なものは障害者福祉費負担金、

７,０４８万８,１９２円、被用者児童手当交付金、１２７万２,０００円、被用者小学

校修了前特例給付交付金、１３５万５,０００円、子ども手当国庫負担金、７,９９５万

２,３３０円、その他、各種事業に対する国からの負担金でございます。 

  ２項、国庫補助金は４億７,９１０万２,５７０円で、主なものは地域活性化きめ細や

かな臨時交付金、１億７,６４６万１,０００円や経済危機対策臨時交付金、６,８４６

万３,０００円、公共投資臨時交付金、４,００３万３,０００円、住民生活に光を注ぐ

交付金、１,３５１万４,０００円となっていますが、このうち３億２,１０８万３,００

０円が平成２１年度からの繰越財源でございます。 

  ３項、国庫委託金は１,３０５万４,１８０円で、主なものは参議院議員選挙事務委託

金の９２８万１,０６３円と投票人名簿システム構築交付金、１１０万３,０００円でご

ざいます。 

  １５款、県支出金、４億６,２５７万２,３４１円で、前年度に比べ、２９.３％、金

額で１億４９４万３,３２６円の増でございます。 

  １項、県負担金は１億６,０６３万４,６８０円で、障害者自立支援給付費負担金が３,

４８９万４,０９６円、国民健康保険基盤安定負担金が２,９９２万７,０８２円、後期

高齢者医療保険基盤安定制度負担金が約３,７７５万１,８６６円、子ども手当県負担金、

１,０５６万１,３３０円等、各種事業への県の負担金でございます。 

  ２項、県補助金は２億６,５５２万２,９０８円で、電波遮へい対策事業費等補助金、

２,７６８万２,０００円、重度心身障害者医療費補助金、１,４６９万２２０円、ふる

さと雇用再生特例基金補助金、７６１万円、合併処理浄化槽設置補助金が１,１０２万

３,０００円、中山間地域直接支払交付金、４,２１１万２,０５３円、林道整備費補助

金、２,７８４万６,０００円等が主なものでございます。 

  ３項、県委託金、３,６４１万４,７５３円、県民税徴収取扱費事務委託金が１,５６
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７万２,６０８円、指定統計調査委託金、６７７万３,０００円が主なものでございます。 

  １６款、財産収入は１,５０２万１,００８円でございます。 

１項、財産運用収入は１,３５５万８,００８円で、土地建物賃貸料や物品貸付収入が１,

１７９万４,７４６円、基金の預金利息が１７６万３,２６２円でございます。 

  ２項、財産売払収入は１４６万３,０００円で、土地の売払収入でございます。 

  １７款、寄附金は、ふるさとまちづくり応援寄附金の６０万円でございます。 

  １８款、繰入金、８３８万円、前年度に比べて１億９,０８３万６,１１１円の減額で

ございます。河川浄化推進事業基金で５５３万９,０００円、水産業振興基金で７０万

円、地上デジタル放送中継施設基金で２１４万１,０００円の繰入れでございます。 

  １９款、繰越金は前年度繰越金、５億７,３９２万４,４６１円のうち、繰越明許費分

は５,４４５万９,０００円、実質収支分が５億１,９４６万５,４６１円となっておりま

す。 

  ２０款、諸収入は７,９８３万７,２５３円で、１項、延滞金、加算金及び過料が１２

万７０円、２項、町預金利子が１１２万９１９円、３項、雑入では７,８５９万６,２６

４円、消防団員退職報償金が５４３万６,０００円をはじめ、消防団員等公務災害補償

費、１６９万９,１００円、市町村振興協会交付金、７１９万９,０００円、高額医療費

返還金、９００万３,９５１円、派遣職員人件費負担金、２,８８１万８,０５４円が主

な雑入でございます。 

  ２１款、町債は９億５,４８９万３,０００円でございました。前年度に比べ、マイナ

ス２７.１％、３億５,５８１万円の減額でございました。 

  歳入合計、８２億４,０１６万３,６３８円となりました。 

  ６ページをお願いいたします。 

  続きまして歳出でございます。 

  １款、議会費の支出済額は８,６５０万３８８円で、前年度に比べ、１０７万７,６８

２円の減額でございます。これは職員手当及び諸費用の削減による減額でございます。

総務費支出済額、９億４,３５８万７,６１３円で、翌年度繰越金は５,９７６万３,００

０円でございます。１項、総務管理費は７億６,４６２万１,５００円、翌年度繰越額が

５,９７６万３,０００円となり、繰越しの内訳といたしまして、主なものは町民会館解

体事業費、２,２５５万２,０００円、旧国吉診療所解体事業、６４３万円、住宅用火災

警報器補助金、５３０万円等１２事業で５,９７６万３,０００円が翌年度の繰越しとな
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っています。 

  電子計算費でシステム改修を行い、委託金として８,８２５万２,５００円、コミュニ

ティバスの運行や集会所施設整備等自治振興費で５,８２０万５,６２６円、防災行政無

線移動系無線機設置工事等防災諸費で４,３３１万１,８７６円、庁舎・支所等の管理、

広報紙、財産管理等の事業を実施いたしました。 

  ２項の徴税費は１億２,５９０万９,９８８円でございます。 

  ３項、戸籍住民基本台帳費は２,３００万８,１９７円、４項、選挙費は２,２００万

９６６円で、国民投票対応システム構築委託料に１１０万３,０００円、参議院議員総

選挙費に９２８万１,０６３円、和歌山県知事選挙費に９１５万８,２４５円となってい

ます。 

  ５項、統計調査費は７７５万８,５６２円、６項、監査委員費は２８万８,４００円と

なっています。 

  ３款、民生費は１４億３,２１７万４,７４５円でございます。 

  １項、社会福祉費は１０億９,５５５万９,９２７円、老人福祉費、障害者福祉、福祉

医療等の事業を実施し、また国民健康保険事業、老人保健、介護保険、後期高齢者医療

費へあわせて５億６,６６９万２,５４８円を繰出しいたしました。 

  ２項、児童福祉費は３億３,４８６万９,３６０円で、８０２万８,７３６円の児童手

当費や子ども手当費、１億１０７万５,０００円の事業を実施いたしました。 

  ３項、災害救助費として１７４万５,４５８円、東日本大震災被災地派遣費でござい

ます。 

  ４款、衛生費は９億５,０９０万２,５２７円でございます。翌年度繰越額は５５０万

円で、これはごみ収集車購入事業でございます。 

  １項、保健衛生費は６億６８３万９,６８４円、野上厚生病院組合負担金が３億８,６

８５万４,８５８円、各種予防接種委託料が１,２２６万２,４０５円、五色台広域施設

組合管理費運営負担金及び建設負担金が１,３３９万３,０００円、美里簡易水道特別会

計繰出金が７,２４２万円、野上簡易水道特別会計繰出金が２４６万７,０００円、国保

診療所特別会計繰出金に３８４万１,０００円となっています。 

  ２項、清掃費は３億４,４０６万２,８４３円で、ごみ収集・し尿処理等の事業を実施

し、海南海草環境衛生施設組合負担金が１億２,６６７万８６６円、合併処理浄化槽設

置補助金が１,６５６万２,０００円となっております。 
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  ５款、農林水産業費、５億９,８１５万３,９５３円でございます。 

  １項、農業費は３億６,８８６万３,６７３円で、中山間地域直接支払交付金が５,６

１４万９,４７７円、町農業経営支援事業補助金、７８０万１５０円、農業集落排水事

業特別会計への繰出しが１,６８２万円、地籍調査事業に１億９８９万３,２０６円、小

規模土地改良事業に１,１０１万７３７円を支出しております。 

  ２項、林業費は２億１,９５９万２８０円で、美しい郷づくり事業で１７０万円、ま

ちづくり推進事業委託料が２５１万８,３００円、移住交流・田舎暮らし支援事業費、

６６４万４,８９０円等、委託料で２,０９１万４４０円、森林整備地域活動支援交付金

等負担金、補助及び交付金で１,３８４万４３２円、林道毛原下滝ノ川線開設工事で４,

６２６万７,２００円、同線改良工事が４,９４２万７,７００円、林道毛原勝谷線、林

道清水毛原線改良工事で３,２３１万１,６５０円が主な工事となっています。 

  ３項、水産業費は貴志川漁業協働組合へのアユ等の放流補助金と貴志川環境保全事業

委託料で９７０万円の支出となっています。 

  ６款、商工費は５,８７９万９,８０１円でございます。翌年度繰越額は３８４万円で、

ふれあい公園特別会計への繰出金でございます。町商工会補助金に１,１４８万円、シ

ルバー人材センター補助金に５５０万円、また紀美野町伝統工芸後継者育成支援事業等

補助金に３０万円の補助となっています。また、観光費では、県立自然公園ツアーガイ

ド事業委託料に２３１万円、県立自然公園生石高原すすき草原育成保全整備事業委託料

に２８８万７,５００円、山の家おいし管理委託料に２４０万円等となっています。 

  ７款、土木費は６億２,１４４万６,５２９円で、翌年度繰越額が５,７０４万５,００

０円となり、内訳は町道平中通り２号線改良工事で２,１８５万６,０００円、町道福田

松瀬線道路改良工事で１,９７８万７,０００円、公有財産購入費に８１７万２,０００

円等、４事業が繰越しとなっています。 

  １項、土木管理費は２,７７０万２,１３２円、２項、道路橋梁費は５億４,１４４万

９,３００円で、道路橋梁維持費に６,１３５万７,２４７円で、町道補修及び舗装生活

関連工事が４,８５７万４２７円となっています。また、道路橋梁新設改良費では、町

道谷線改良工事測量設計委託料等で３,５３７万３,４５０円となっています。 

  ３項、住宅費は８９１万３,５７９円で、修繕及び運営費です。 

  ４項、公園費は５６万４,８２９円で、くすのき公園の管理運営を行いました。 

  ５項、建設残土処理費は４,２８１万６,６８９円で、公共工事に伴って発生する残土
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を処理するため、残土処分場の管理運営を行いました。 

  ８款、消防費は３億２,９３５万９,９６９円でございます。翌年度繰越額は７７０万

円で、これは消防本部車庫（庇）設置工事等に４４０万円と施設用備品購入費に２００

万円、第１分団車庫屋根防水工事に１００万円でございます。常備消防費が３億２,９

３５万９,９６９円で、システム保守委託で１２３万１,１２５円、機器等保守点検委託

料、１６５万９,１６８円となっています。非常備消防費は５,２３８万２００円で、消

防用備品購入で６５９万５,６７２円の支出でございます。 

  次の８ページをお願いいたします。 

  ９款、教育費は４億３,３５６万４,４１５円で、翌年度繰越額が４,８５６万円とな

っております。内訳は小学校費で１事業、７万円、中学校費で１事業、１,６７０万円、

社会教育費で７事業、２,１１５万円、保健体育費で３事業、１,０６４万円となってい

ます。 

  １項、教育総務費は１億３,１７８万６,９０５円で、野上小学校区内のスクールバス

２台、美里中学校、下神野小学校校区のスクールバス３台、毛原小学校校区のスクール

バス１台、計６台のバス運行委託料、１,１６３万円で遠距離通学に対応しております。 

  ２項、小学校費は６,４６５万８８６円で、エアコン設置工事に１１０万２,５００円、

野上小学校電話設備更新工事に２９万５,８００円が支出され、学校施設の維持管理、

設備教材用備品の整備等充実を図りました。 

  ３項、中学校費は５,４２４万９,０５３円で、野上中学校プール改修工事に１,１４

４万４,７００円が、また美里中学校校舎屋上防水工事他学校施設の維持管理、設備備

品の整備充実を図り、教育環境の充実に努めました。 

  ４項、社会教育費は１億４,２８０万２,５９９円で、公民館費に１,７０４万８,３３

１円、人権教育費に８６５万８,４１０円、美里天文台管理運営費に３,６２３万４,９

３８円、セミナーハウス未来塾管理運営費に３０７万４,６３１円、文化センター管理

運営費に１,５９６万６,３７４円が主なものでございます。 

  ５項、保健体育費は４,００７万４,９７２円で、生涯スポーツ振興のため、施設の充

実と安全な運営に心がけ、各施設の維持管理に努めました。 

  １０款、災害復旧費は１,６１８万５,７５０円でございます。 

  ３項、その他公共施設・公用施設災害復旧費は１,６１８万５,７５０円で、これは雨

山水辺公園災害復旧費でございます。 
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  １１款、公債費は１７億４,７８４万７８６円でございます。元金償還金が１５億５,

８５４万７６３円、利子償還額が１億８,９２９万１,４６２円、一時借入金利子が８,

５６１円となっております。 

  １２款、諸支出金は４億３,３１４万７,３２０円で、すべて基金の積み立てでござい

ます。 

  歳出合計、７６億５,１６６万３,７９６円、翌年度繰越額、１億８,２４０万８,００

０円、歳入歳出差引残額、５億８,８４９万９,８４２円となりました。 

  詳細につきましては、事項別明細書を御参照いただきたいと思います。 

  １５４ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、８２億４,０１６万３,６３８円、歳出総額、７６億５,１６６万３,７９６

円、歳入歳出差引額、５億８,８４９万９,８４２円、繰越明許費繰越額が２,８４５万

３,０００円となるため、実質収支額は５億６,００４万６,８４２円となりました。 

  続きまして、特別会計に移らせていただきます。 

  １５６ページをお願いいたします。 

  平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、国民健康保険税の収入済額は２億４,６０１万９,１８４円で、不納欠損額は２

０２万１,１００円、収入未済額は３,３８８万６,１００円となっております。昨年度

に比べ、収入は１,６５３万５,７３７円の減額でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は督促手数料の４万７００円でございます。 

  ３款、国庫支出金は３億４,８１５万９,２５０円で、前年度に比べ、７,００５万３,

６７７円の減額で、１項、国庫負担金は２億４,４０２万３４１円、２項、国庫補助金

は１億４１３万８,９０９円でございます。 

  ４款、療養給付費等交付金は８,８７１万２,７５６円で、前年度に比べ、５７９万８,

５１０円の減額でございます。 

  ５款、前期高齢者交付金は４億６９６万１,４５５円で、前年度に比べ、１億４８２

万６,２８２円の増額でございます。 

  ６款、県支出金は７,１９７万３,４５６円で、前年度に比べ、４９５万５,２８４円

の減額で、１項、県負担金が１,４３５万２,４５６円、２項、県補助金が５,７６２万

１,０００円でございます。 
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  ７款、共同事業交付金は１億９,３６５万７,４８１円で、前年度に比べ、３４６万７,

４２９円の減額でございます。 

  ８款、財産収入は基金の預金利息、３万２,８７６円で、前年度に比べ、１７万５,５

４０円の減額でございます。 

  ９款、諸収入は４０万８,７４４円で、前年度に比べ、１６３万５,４７６円の減額で、

内訳は第三者納付金が８万５,９４０円、雑入、３２万２,８００円でございます。 

  １０款、繰入金は１億４,３３２万３,７２８円で、一般会計繰入金が９,０００万円、

保険基盤安定繰入金が４,５４４万３,７２８円、財政調整基金繰入金が７８８万円とな

っております。 

  １１款、繰越金は５,６９１万１,８０１円で、前年度に比べ、１,５５３万８,２５６

円の増額でございます。 

  歳入合計、１５億５,６２０万１,４２７円、不納欠損額、２０２万１,１００円とな

りました。 

  続きまして、１５８ページをお願いいたします。 

  １款、総務費の支出済額は１,３５８万８,２３５円で、前年度に比べ、５７４万４,

８１３円の増額でございます。 

  １項、総務管理費が１,１８５万９,８７１円、２項、徴税費が１６５万３６４円、３

項、運営協議会費が７万８,０００円となっています。 

  ２款、保険給付費は１０億１,５５５万４,２２５円で、１項、一般被保険者療養諸費

が８億３,５３１万３,０２９円、２項、退職被保険者医療諸費が６,５４０万９,００７

円、３項、審査支払手数料が２６１万９,２０７円、４項、高額医療費が１億９０３万

１,７２２円、６項、出産育児諸費が２８８万１,２６０円、７項、葬祭費が３０万円と

なっています。 

  ３款、後期高齢者支援金は１億３,６１２万７８７円で、前年度より２,４４５万４,

８８２円の減額でございました。 

  ４款、前期高齢者納付金は２４万９０１円で、昨年度より２１万５,６７８円の減額

でございました。 

  ５款、老人保健拠出金は１０５万７,０３０円で、昨年より８０万５,３３４円の増額

でございました。 

  ６款、介護納付金は６,７３０万８,０７９円で、昨年度より３３４万７,４３０円の
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増額でございました。 

  ７款、共同事業費は１億９,９９７万１,０３８円で、前年度に比べ、１,６０７万２,

５７２円の増額でございます。 

  ８款、保健事業費は２,０１９万９,３９３円で、前年度に比べ、６５１万７,５７０

円の増額で、内訳は１項、特定健康診査等事業費が８５２万４,２６１円、２項、保健

事業費が１,１６７万５,１３２円でございます。 

  ９款、諸支出金は７,１５５万１,５６１円で、１項、償還金及び還付加算金が２,２

４１万５,５６１円で、保険税の還付が１３８万７００円、療養給付費確定による県へ

の返還金が２,１０３万４,８６１円となり、２項、繰出金は診療所への１,１５２万２,

０００円となっています。 

  ３項、基金費は３,７６１万４,０００円で、国保財政調整基金への積み立てでござい

ます。 

  次の１６０ページを御覧ください。 

  歳出合計、１５億２,５５９万１,２４９円、歳入歳出差引額、３,０６１万１７８円

となっています。 

  １８２ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、１５億５,６２０万１,４２７円、歳出総額、１５億２,５５９万１,２４９

円、歳入歳出差引額、３,０６１万１７８円となり、実質収支も同額となりました。 

  続きまして１８４ページを御覧ください。 

  平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でござ

います。 

  １款、診療収入の収入済額は７,２０２万６,２５１円で、前年度に比べ、１４万７９

５円の増額でございます。 

  ２款、使用料及び手数料は５１万６００円で、前年度に比べ、７万４,２００円の増

額でございます。 

  ３款、繰入金は１,５３６万３,０００円で、一般会計より３８４万１,０００円で、

調整交付金繰入が特別費用の１,１５２万２,０００円でございます。 

  ４款、諸収入は３６万４,５５６円の保険外収入でございまして、前年度に比べ、２

１万７,２４６円の増額でございます。 



－２１－ 

  ５款、繰越金は６７５万７４６円となっており、前年度に比べ、５３６万７,５８０

円の減額でございます。 

  歳入合計は９,５０１万５,１５３円となりました。 

  １８６ページの歳出をお願いいたします。 

  １款、総務費の支出済額は４,９２７万９,９６４円で、前年度に比べ、１,６３１万

８１円の減額でございます。 

  ２款、医業費が４,０１２万１,２１２円で、前年度に比べ、７０万３,５１１円の増

額でございます。このうち医薬品衛生材料費が３,６５２万９,５５６円となっておりま

す。 

  歳出合計は８,９４０万１,１７６円、歳入歳出差引残額、５６１万３,９７７円とな

っています。 

  １９４ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、９,５０１万５,１５３円、歳出総額、８,９４０万１,１７６円、歳入歳出

差引額、５６１万３,９７７円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、１９６ページを御覧ください。 

  平成２２年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は３,９５３万９,７５８円でございます。 

  １項、使用料は３,９５２万７,７５８円で、徴収率は現年度９８.１９％、滞納分は

６.１６％となっており、収入未済額は２２０万９,６３７円となりました。 

  ２項、手数料は１万２,０００円で、給水装置の設計審査や検査の手数料でございま

す。 

  ２款、分担金及び負担金は２１万円で、４件分の給水加入負担金となっています。 

  ３款、繰入金は、一般会計よりの２４６万７,０００円でございます。 

  ４款、諸収入は１５万４,８２３円で、部品の売却代でございます。 

  ５款、繰越金は４,５０９万３,８６７円でございます。 

  ６款、県支出金、５,０００円で、県移譲事務市町村交付金でございます。 

  歳入合計は８,７４７万４４８円でございます。 

  １９８ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 



－２２－ 

  １款、衛生費の支出済額は４,５０１万２,３４１円で、施設用備品の購入や修繕をい

たしました。 

  ２款、公債費は５３６万６,０５８円で、長期債の元金と利子でございます。 

  歳出合計は５,０３７万８,３９９円、歳入歳出差引額、３,７０９万２,０４９円とな

っております。 

  ２０８ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、８,７４７万４４８円、歳出総額、５,０３７万８,３９９円、歳入歳出差

引額が３,７０９万２,０４９円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２１０ページをお願いいたします。 

  平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は６,４２１万８,２８１円でございます。 

  １項、使用料は、水道使用料が６,４１８万２,２８１円で、徴収率は現年度分で９９.

０８％、滞納分で５８.７３％となっており、収入未済額は８５万２,７４７円となって

います。 

  ２項、手数料は３万６,０００円でございます。 

  ２款、分担金及び負担金は９１万９,８００円でございます。すべて給水加入負担金

でございます。 

  ３款、繰入金は７,２４２万円で、一般会計からの繰入れでございます。 

  ４款、諸収入は１,３０５万７,４２０円で、これは国道３７０号毛原バイパス工事に

伴う水道管移設工事補償金、１,２５３万２,８００円が主なものでございます。 

  ５款、繰越金は８８万７,９４６円でございます。 

  歳入合計、１億５,１５０万３,４４７円でございます。 

  次の２１２ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費の支出済額は７,５１１万５,４１９円で、国道３７０号道路改良工事に

伴う水道管移設工事や美里龍神線配水管移設替え工事、永谷配水池フェンス設置工事等

で１,６５５万５,３５０円となっています。 

  ２款、公債費は７,５４６万３２５円でございます。元金償還金が５,３５９万２,６

６７円で、利子償還が２,１８６万７,６５８円となっています。 



－２３－ 

  歳出合計が１億５,０５７万５,７４４円でございます。 

  歳入歳出差引残額は９２万７,７０３円となりました。 

  ２２２ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、１億５,１５０万３,４４７円、歳出総額、１億５,０５７万５,７４４円、

歳入歳出差引額、９２万７,７０３円、実質収支も同額となりました。 

  続きまして、２２４ページを御覧ください。 

  平成２２年度紀美野町老人保健事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、支払基金交付金の収入済額は２万６,１９５円でございます。 

  ２款、国庫支出金は１４万５,９５５円で、過年度分でございます。 

  ４款、繰入金は一般会計よりの８,９７０円でございます。 

  ５款、諸収入は１７万６,９８２円でございます。 

  歳入合計、３９万４,５９０円でございます。 

  次の２２６ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は総務管理費の４,８０６円でございます。 

  ２款、医療諸費は５万１８２円でございます。 

  ５款、繰上充用金は１８万３,９０９円で、歳出合計は２３万８,８９７円でございま

す。歳入歳出差引残額は１５万５,６９３円となっています。 

  ２３２ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、３９万４,５９０円、歳出総額、２３万８,８９７円、歳入歳出差引額、１

５万５,６９３円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２３４ページを御覧ください。 

  平成２２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、分担金及び負担金はございません。 

  ２款、使用料及び手数料は８５６万３,５５０円でございます。収入未済額は１２万

３,８００円でございました。施設使用料の徴収率は現年度で９８.５７％、滞納分で１

００％となっています。 

  ３款、繰入金は一般会計よりの１,６８２万円でございます。 



－２４－ 

  ４款、繰越金は前年度繰越金の３０万４,１０２円でございました。 

  歳入合計、２,５６８万７,６５２円でございます。 

  次の２３６ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,１２３万６,８８２円で、前年度、１,０９５万７,７６

８円とさほど変わらず、２７万９,１１４円の増額であります。 

  ２款、公債費は１,４１４万３,１４６円で、元金償還分が８０３万８,０５０円、利

子償還分が６１０万５,０９６円となりました。 

  歳出合計は２,５３８万２８円、歳入歳出差引残額、３０万７,６２４円となりました。 

  ２４４ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、２,５６８万７,６５２円、歳出総額、２,５３８万２８円、歳入歳出差引

額、３０万７,６２４円となり、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２４６ページを御覧ください。 

  平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 

  １款、介護保険料の収入済額は２億９０９万２,１２５円で、不納欠損額、３７万９

００円、収入未済額は２２０万２７５円でございます。徴収率は現年度で特別徴収が１

００.０６％、普通徴収が９１.５３％で、滞納分で２７.１７％となっています。 

  ２款、使用料及び手数料は督促手数料の７,４００円です。 

  ３款、国庫支出金は４億７８５万７,４５０円で、１項、国庫負担金が２億５,４８０

万３,０００円、２項、国庫補助金が１億５,３０５万４,４５０円でございます。 

  ４款、支払基金交付金は４億３,３５８万４,０００円でございます。 

  ５款、県支出金は２億２,０９８万１,２２５円で、１項、県負担金、２億１,６０２

万６,０００円、２項、県補助金、４９５万５,２２５円でございます。 

  ６款、繰入金は１億９,７４０万８,８５０円で、一般会計繰入金が１億９,４６１万

２,８５０円、基金繰入金が２７９万６,０００円でございます。 

  ７款、繰越金は前年度繰越金、２,９５６万４,４０７円でございます。 

  ８款、諸収入は雑入の７１４万５,４８２円で、内訳として、第三者納付金、１２万

２,９６２円、雑入、１万４００円、介護予防サービス費収入、７０１万２,１２０円で、

介護予防計画作成報酬でございます。 



－２５－ 

  ９款、町債は財政安定化基金貸付金の３,０００万円でございます。 

  １０款、財産収入、２,７９３円で、これは基金の利息でございます。 

  歳入合計、１５億３,５６４万３,７３２円、収入済額は２２０万２７５円となりまし

た。 

  次の２４８ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  総務費の支出済額は１,９１２万６,１５９円でございます。 

  １款、１項、総務管理費は８５６万６６４円、２項、徴収費は１０９万２,１９５円、

３項、介護認定審査会費は９４５万５,３００円で、そのうち委員報酬が３２９万４,０

００円と主治医意見書作成手数料、４３０万７,５００円が主な支出でございます。４

項、地域密着サービス運営委員会が１万８,０００円。 

  ２款、保険給付費は１４億２,９９２万７,７０６円でございます。 

  １項、介護サービス等諸費は１２億３,６１８万８,４３３円、２項、介護予防サービ

ス等諸費は５,４０３万８,３４７円、３項、その他諸費、１７５万７,２９０円、４項、

高額介護サービス等諸費、３,５９９万３,７４７円、５項、高額医療合算介護サービス

等諸費、９９４万６,９２９円、６項、特定入所者介護サービス等諸費、９,２００万２,

９６０円。 

  ３款、地域支援事業費は２,４８４万２,２６７円で、１項、介護予防事業費が７７１

万６,４７７円、２項、包括的支援事業・任意事業費が１,７１２万５,７９０円でござ

います。 

  ４款、諸支出金は１,７５６万２,７１５円で、１項、諸支出金は１,７５５万９,９２

２円、うち過年度返還金が１,７４９万４,２２２円で主なものでございます。３項、基

金費の２,７９３円は、介護従事者処遇改善臨時特例基金の積み立てでございます。 

  ５款、公債費は財政安定化基金償還金、１,９５６万７,０００円となっております。 

  歳出合計は１５億１,１０２万５,８４７円、歳入歳出差引残額、２,４６１万７,８８

５円でございます。 

  ２７０ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総計、１５億３,５６４万３,７３２円、歳出合計、１５億１,１０２万５,８４７

円、歳入歳出差引額が２,４６１万７,８８５円、実質収支額も同額となりました。 



－２６－ 

  続きまして、２７２ページをお願いいたします。 

  平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳入歳出決算書の歳入で

ございます。 

  １款、使用料及び手数料の収入済額は３,５１７万７,８２５円で、昨年度より４４０

万１,６８４円、率にして１１.１２％の減となっています。ふれあい公園施設使用料が

３,２８６万１,６３０円、ふれあい館使用料が２３１万６,１９５円でございました。 

  ２款、財産収入は４万９,８４７円で、基金の利息でございます。 

  ３款、繰入金は１,１２１万２,１５０円、１項、基金繰入金が１０万円で、２項の他

会計繰入金が１,１１１万２,１５０円で、一般会計よりの繰入れでございます。 

  ４款、繰越金は３９５万３,２５６円で、前年度繰越金でございます。 

  ５款、諸収入は４０万９,６３５円で、１項、受託事業収入は、県施設受託事業収入、

２９万３,２６５円で、２項、雑入は、ごみ袋代等の１１万６,３７０円でございます。 

  ６款、県支出金、１１８万１,０００円は紀の川流域水源地域整備振興事業補助金で、

パークゴルフ場のトイレ増設工事の補助金でございます。 

  歳入合計は５,１９８万３,７１３円でございます。 

  次の２７４ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は４,９１７万３,７４７円で、翌年度繰越額は３８４万円で、

ふれあい公園遊具等改修工事でございます。主な支出はパークゴルフ場トイレ増設、ふ

れあい公園ステージ整備工事の９９７万５,０００円でございます。 

  ２款、諸支出金は財政調整積立金の積み立て、２０２万６,８４７円を基金といたし

ました。 

  歳出合計、５,１２０万５９４円、翌年度繰越金、３８４万円、歳入歳出差引残額、

７８万３,１１９円でございます。 

  ２８４ページをお願いいたします。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、５,１９８万３,７１３円、歳出総額、５,１２０万５９４円、歳入歳出差

引額、７８万３,１１９円、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、２８６ページをお願いいたします。 

  平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書の歳入でございます。 



－２７－ 

  １款、保険料の収入済額は９,００４万４,６００円で、１項、後期高齢者医療徴収率

は特別徴収で１００.１４％、普通徴収で９８.５３％となっています。 

  ２款、使用料及び手数料は８,８００円で、これは督促手数料でございます。 

  ３款、繰入金は２億３,６６２万７,０００円で、一般会計からの繰入れでございます。 

  ４款、諸収入は１,３０５万９,７５９円で、これは平成２１年度の給付費負担金の精

算金が主なものでございます。 

  ５款、繰越金は１６１万２,８６３円で、前年度からの繰越しでございます。 

  歳入合計、３億４,１３５万３,０２２円でございます。 

  次の２８８ページを御覧ください。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費の支出済額は１,７０６万３,５４０円で、１項、総務管理費、１,５８

７万２,３１５円で、職員２名の人件費と後期高齢者のシステム保守委託料、郵送料等

が主な支出でございます。 

  ２項、徴収費は１１９万１,２２５円でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金は３億２,３６３万４,２２２円となります。 

  ３款、諸支出金は４万４,６００円で、保険料の返戻金でございます。 

  歳出合計、３億４,０７４万２,３６２円、歳入歳出差引残額、６１万６６０円となっ

ております。 

  ２９８ページを御覧ください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額、３億４,１３５万３,０２２円、歳出総額、３億４,０７４万２,３６２円、

歳入歳出差引額、６１万６６０円、実質収支も同額でございます。 

  続きまして、財産に関する調書でございます。 

  ３００ページを御覧ください。 

  財産に関する調書は、町の平成２３年３月３１日での財産の状況を記載しています。 

  １、公有財産（１－１）土地及び建物は、道路、橋梁、河川等を除く土地建物の状況

を記載しております。決算年度中増減の土地で、その下の山林では、福井地区において、

地権者様より１,４５２㎡を寄附していただいて増加したものでございます。その下の

宅地、１６５㎡の増加も、同地権者様から寄附をしていただいた増加でございます。そ

の下の雑種地、△２０８㎡の減少は、神野市場２１１番地の雑種地１３３㎡を売却した
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ものと第一保育所前町道と保育所敷地内の用地交換でございます。 

  次に３０６ページを御覧ください。 

  （２）の山林で１,４５２㎡の増加は、地権者からの寄附によるものでございます。 

  （３）有価証券及び（４）出資による権利の増減はございません。 

  次のページの２、物品でございますが、自動車等の増減を記載しておりますが、説明

は省略させていただきます。 

  ３０９ページをお願いいたします。 

  ３、基金でございます。単位は千円となっています。一般会計財政調整基金は２億６,

２３５万７,０００円を積み立てましたので、現在高は９億６,５６３万１,０００円で

ございます。 

  減債基金は１,７３２万４,０００円を積み立て、現在高は３,０７８万円でございま

す。 

  上芝貞雄文化教育振興基金は５万５,０００円を積み立て、現在高は３,６７２万３,

０００円でございます。 

  ふるさと創生基金は３,０００円を積み立て、現在は２６０万２,０００円です。 

  福祉基金は１,１７８万５,０００円で増減はございません。 

  河川浄化推進事業基金は６万６,０００円を積み立て、５５３万９,０００円を取り崩

しいたしましたので、現在高は３,８７９万９,０００円でございます。 

  中山間ふるさと水と土保全基金は２,０４９万８,０００円で増減はございません。 

  土地開発基金は不動産に増減はございません。現金で５万７,０００円を積み立てま

して、現在は３,９１４万２,０００円となっています。 

  美里温泉かじか荘基金は、平成２３年３月１８日、条例第５号で、名称を「美里の

湯」に改められまして、平成２３年８月２２日、金融機関において証書の名称変更の手

続きを完了いたしました。同基金は３２万５,０００円で増減はございません。 

  水産業振興基金は１,０００円を積み立て、７０万円を取り崩し、現在高は１０万３,

０００円となっています。 

  地域振興基金は１,４３４万８,０００円を積み立て、現在高は１,４３４万８,０００

円でございます。 

  紀美野町地上デジタル放送中継施設基金は１０９万１,０００円を積み立て、２１４

万１,０００円を取り崩し、現在高は９,２９６万６,０００円でございます。 
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  ふるさとまちづくり応援基金は６０万円を積み立て、現在高は７０万５,０００円と

なりました。 

  紀美野町合併振興基金は１億３,７２４万５,０００円を積み立て、現在高は３億６,

７５７万５,０００円となっています。 

  国民健康保険財政調整基金は３,７６１万４,０００円を積み立て、７８８万円を取り

崩したため、現在高は５,１４８万円となっています。 

国民健康保険出産費資金貸付基金は増減ありません。現在高は９６万円です。 

  ふれあい公園運営事業財政調整基金は２０２万７,０００円を積み立て、１０万円を

取り崩し、現在高は３,５１５万９,０００円でございます。 

  介護従事者処遇改善臨時特例交付金は２７９万３,０００円を取り崩し、現在高は０

になっております。 

  基金の現金合計残高は１７億９５８万１,０００円でございます。 

  大変簡単な説明でまことに恐縮ですが、これで説明を終わらせていただきます。 

  以上です。 

（会計管理者 平松泰清君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    説明が終わりましたので、監査結果について、報告を願い

ます。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    ただいま会計管理者から、平成２２年度の決算に

ついて報告がございましたので、私から監査報告をさせていただきます。 

  議会議案書の１２ページから１３ページを御覧ください。 

  平成２３年８月１７日から１９日にかけて、当役場において、美濃監査委員と私の２

人で監査を行いました。意見書は次のとおりです。 

  平成２２年度紀美野町歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により、平成２２年度紀美野町一般会計及び特別

会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりで

ある。 

  審査対象は次に申し上げる会計及び関係帳簿等です。 

 （１）平成２２年度紀美野町一般会計。 
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 （２）平成２２年度紀美野町国民健康保険事業特別会計。 

 （３）平成２２年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計。 

 （４）平成２２年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計。 

 （５）平成２２年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計。 

 （６）平成２２年度紀美野町老人保健事業特別会計。 

 （７）平成２２年度紀美野町農業集落排水事業特別会計。 

 （８）平成２２年度紀美野町介護保険事業特別会計。 

 （９）平成２２年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計。 

 （１０）平成２２年度紀美野町後期高齢者医療特別会計。 

  以上の会計及び監査帳簿です。 

  個々に監査報告を申し上げるのが本当でございますが、一括して監査の総括意見で御

勘弁をお願い申し上げます。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により、出納証書類を余すところなく

照査の上、その内容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であることを認めた。 

  収入面においては、長引く景気低迷による個人所得の大幅な減少が影響し、地方税収

入が引き続き落ち込んでいる状況である。地方税収入が減少している中で、今まで以上

に町税の徴収が重要になってきている。当町においては、昨年度に比べ、滞納繰越分の

徴収率が悪化している。徴収には尽力されていることが伺えるが、貴重な自主財源確保

のため、より一層の適正な徴収に努められたい。 

  本年度における地方交付税については、雇用対策や地域資源を活用し、地域の自給力

と創富力を高め、持続的な地域経営を目指す緑の分権改革の芽出しとしての取り組みな

ど、「人」を大切にする施策を地域の実情に応じて実施できるよう、「雇用対策・地域

資源活用臨時特例費」が新たに追加され、臨時財政対策債を含めた実質的な地方交付税

の総額も、前年度に比して大きく増加している。 

  県支出金については、携帯電話のエリア整備事業や雇用機会を創出するため、緊急雇

用創出臨時特例基金活用事業やふるさと雇用再生特別基金活用事業等を実施したことに

より大幅に増加している。 

  支出面においては、物品の購入について、特定の消耗品を町内業者から優先的に見積

もりをとり、最低価格を提示した業者とその金額を一覧にしたものを物品単価契約と言

いますが、特定の消耗品について、物品単価契約に基づき、購入を行っていただきたい、
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また今後も町内業者の育成のため、町活性化のため、積極的に町内業者を御活用いただ

きたい。 

  借地については、継続的な借地料の支払いが町財政の硬直化につながりかねないもの

である。地権者と十分話し合いを行い、借地行政の解消に努めていただきたい。 

  職員数が年々減少する中、適正な人員配置により、住民サービスを低下させることな

く業務の効率的な運営と合理化に努めていただきたい。 

  また、平成１９年度より毎年高率地方債の繰上償還を実施し、地方債残高が減少して

いるが、依然として高い状況であるので、町財政の健全化のため、引き続き高率の地方

債の繰上償還を行い、実質公債費比率、将来負担比率の低減に努めていただきたい。 

  平成２３年８月２６日              紀美野町代表監査員 向江信夫 

                          紀美野町監査委員  美濃良和 

  続きまして、２６ページから２９ページを御覧ください。 

  平成２２年度財政健全化審査意見書及び公営企業会計経営健全化審査意見書について、

報告いたします。 

  町長から提出された健全化判断比率、資本不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査した。 

  健全化判断比率、資本不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い

ずれも適正に作成されているものと認められる。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率、資本不足比率は

いずれも早期健全化基準、経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘すべき事項

は特にない。 

  平成２３年８月２６日             紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                         紀美野町監査委員   美濃良和 

  以上をもって、監査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 向江信夫君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    しばらく休憩します。 

  再開は１０時５５分からいたします。 

 休 憩 

（午前１０時４２分） 

――――――――――――――――――― 
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 再 開 

○議長（加納国孝君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午前１０時５８分） 

◎日程第１４ 議案第５０号 平成２２年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について 

○議長（加納国孝君）    日程第１４、議案第５０号、平成２２年度紀美野町上水道

事業会計決算の認定について、議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、南君。 

（水道課長 南 秀秋君 登壇） 

○水道課長（南 秀秋君）    議案書の１１ページをお願いいたします。 

  議案第５０号、平成２２年度紀美野町上水道事業会計決算の認定について。 

  地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により、標記決

算を別冊により、別紙監査委員の意見書（写）をつけて、議会の認定に付する。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  まず説明に入らせていただきます前に、申しわけございませんが、決算書に誤りがご

ざいましたので、おわびをいたしますとともに、訂正をお願いいたします。 

  訂正分といたしまして、１ページ、差しかえ分を御用意させていただいておりますの

で、説明の際にはそちらのほうを御覧いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  では引き続き、説明に入らせていただきます。 

  別冊の上水道の決算書をお願いいたします。 

  １ページをお開き願います。１ページにつきましては、先ほどの差しかえ分でござい

ます。そちらのほうをよろしくお願いいたします。 

  では説明させていただきます。 

  １.決算報告書。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業決算報告書。 

  （１）収益的収入及び支出でございます。 

  まず収入でございますが、第８款、水道事業収益で決算額、１億１,７３９万９,１１

５円、予算額に対し、決算額の増減は３０５万５,８８５円の減額でございます。 

  １項、営業収益、決算額、１億１,４９３万９１５円で、予算額に対し、３２９万１,

０８５円の減でございます。 
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  ２項、営業外収益では、決算額、２４６万８,２００円、予算額に対し、２３万５,２

００円の増でございます。 

  次に支出でございます。 

  ９款、事業費用の決算額が１億７８３万６,０６４円で、不用額が１,２６１万８,９

３６円でございます。 

  １項、営業費用、決算額が９,７４２万２,２８８円でございます。不用額が１,２０

２万６,７１２円でございます。 

  ２項、営業外費用で、決算額が１,０４１万３,７７６円でございます。不用額が１７

万６,２２４円でございます。 

  ４項、予備費では決算額は０で、不用額が４１万６,０００円でございます。 

  ２ページをお願いいたします。 

  （２）資本的収入及び支出でございます。 

  まず収入でございますが、１０款、資本的収入の決算額が６１３万２,０００円で、

予算額に対し、５万５,０００円の減でございます。 

  ２項、他会計負担金は決算額が６１３万２,０００円で、予算額に対し、５万５,００

０円の減でございます。 

  次に支出でございます。 

  １１款、資本的支出では決算額が２,６０８万４,７２４円、不用額が４４６万９,２

７６円でございます。 

  １項、建設改良費では決算額、１,５５３万１,６００円、不用額が４４６万８,４０

０円でございます。 

  ２項、企業債償還金が決算額、１,０５５万３,１２４円で、不用額が８７６円でござ

います。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額、１,９９５万２,７２４円は、消費税及

び地方消費税資本的収支調整額、４４万７,５９９円、過年度分損益勘定留保資金、１,

９５０万５,１２５円で補てんいたしました。 

  ３ページをお願いいたします。 

  ２の損益計算書、平成２２年度紀美野町上水道事業損益計算書でございます。 

  １、営業収益では（１）給水収益が１億８５０万２１円、受託工事収益はございませ

ん。その他営業収益が９６万２,７８１円。 



－３４－ 

  営業収益の合計といたしまして、１億９４６万２,８０２円でございます。 

  ２の営業費用、原水及び浄水費が１,２８０万３,３０９円、配水及び給水費が２,７

０５万６９４円、受託工事費は０でございます。業務及び総係費が２,９１６万５,８３

２円、減価償却費が２,７１０万６,７３３円、資産消耗費は０でございます。その他営

業費用は０で、営業費用の合計といたしましては、９,６１２万６,５６８円となりまし

て、営業収益の１億９４６万２,８０２円から、営業費用、９,６１２万６,５６８円を

差し引きまして、営業利益が１,３３３万６,２３４円でございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  ３、営業外収益、受取利息及び配当金が３２万１,９００円、雑収益が２０４万４,１

０７円、計２３６万６,００７円でございます。 

  ４、営業外費用では、支払利息、６５８万３,７８９円、これは企業債の利息でござ

います。（２）の雑収益が２万２,４８７円、これは消費税にかかる費用でございます。 

  営業外費用といたしましては、計６６０万６,２７６円となり、４２４万２６９円の

減でございます。経常利益といたしましては９０９万５,９６５円でございます。 

  ５の特別利益及び６の特別損失はございません。 

  当年度純利益は９０９万５,９６５円、前年度繰越利益剰余金が１億１,７０２万５,

１９３円で、当年度未処分利益剰余金が１億２,６１２万１,１５８円でございます。 

  続きまして、次の５ページをお願いいたします。 

  ３の剰余金計算書。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業剰余金計算書でございます。 

  まず、利益剰余金の部でありますが、Ⅰの減債積立金として、前年度末残高が１００

万円でございます。当年度繰入額が５０万円、当年度処分額が０でございます。当年度

末残高といたしましては１５０万円でございます。 

  建設改良積立金はございません。 

  積立金合計といたしまして、１５０万円でございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  未処分利益剰余金では、前年度未処分利益剰余金が１億１,７５２万５,１９３円、前

年度利益剰余金処分額で、１の現在積立金が５０万円、２の建設改良積立金はございま

せん。 

  繰越利益剰余金年度末残高が１億１,７０２万５,１９３円で、当年度純利益が９０９
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万５,９６５円でございます。 

  当年度未処分利益剰余金が１億２,６１２万１,１５８円でございます。 

  続きまして、資本剰余金の部でありますが、補助金として、前年度末残高が３２万８,

０００円、当年度末残高が３２万８,０００円でございます。 

  工事負担金として、前年度末残高が１億２,４８５万６６５円で、当年度発生高が５

８４万円、当年度末残高が１億３,０６９万６６５円、翌年度繰越資本剰余金が１億３,

１０１万８,６６５円でございます。 

  次の７ページをお願いいたします。 

  剰余金処分計算書でございます。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業剰余金処分計算書（案）といたしまして、当年度末

処分利益剰余金が１億２,６１２万１,１５８円、利益剰余金処分額で、減債積立金が５

０万円、建設改良積立金はございません。翌年度繰越利益剰余金といたしましては、１

億２,５６２万１,１５８円となります。 

  ５の貸借対照表、平成２２年度紀美野町上水道事業貸借対照表の資産の部でございま

す。 

  固定資産で、有形固定資産として、イの土地が１,２６６万７０９円、ロの建物につ

きましては２,２０４万３,２２８円でありまして、減価償却累計額を差し引きまして、

８１７万４,５８８円となります。 

  続きまして、８ページをお願いいたします。 

  ハの構築物につきましては９億４,２３３万７,７４１円でありまして、原価償却累計

額を差し引きまして、５億６,４１３万２,４３０円となります。 

  機械及び装備につきましては１億２,４７５万２,１３７円でありまして、減価償却累

計額を差し引きまして、２,２１７万６,１４０円となります。 

  車両及び運搬具につきましては７６５万７,６０６円でありまして、減価償却累計額

を差し引きまして、１３０万４,２３４円となります。 

  ヘの工具器具及び備品につきましては５８４万２,８４０円でありまして、減価償却

累計額を差し引きまして、７１万７,６８０円となります。 

  有形固定資産合計及び固定資産合計が同額の６億９１６万５,７８１円でございます。 

  次に２の流動資産でございます。現金預金は平成２３年３月末で１億６,９５０万３,

８２６円でございます。現金預金の内容といたしましては、定期が１億円と普通預金が
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６,９５０万３,８２６円でございます。未収金が４９９万７,６１８円でございます。

貯蔵品が３０万５,４３４円、その他流動資産が０でございます。 

  流動資産合計が１億７,４８０万６,８７８円で、資産合計といたしまして、７億８,

３９７万２,６５９円でございます。 

  続きまして、９ページの負債の部をお願いいたします。 

  ３、固定負債、引当金、イ、修繕引当金が５３９万２,０００円でございます。固定

負債合計が同じく５３９万２,０００円でございます。 

  ４、流動負債、未払金が４５１万８,４４６円でございます。その他流動負債が２０

万１,３５７円でございます。流動負債合計が４７１万９,８０３円で、負債合計が１,

０１１万１,８０３円でございます。 

  続きまして資本の部でありますが、資本金、自己資本金、固有資本金が２９９万９,

６６０円、繰入資本金が４,８３９万９,０００円、組入資本金が１億６,３６８万１,９

９８万円でありまして、自己資本金合計といたしまして、２億１,５０８万６５８円で

ございます。 

  続きまして、１０ページをお願いいたします。 

  借入資本金では、企業債が３億１４万３７５円で、借入資本金の合計が３億１４万３

７５円でございます。 

  資本金合計が５億１,５２２万１,０３３円でございます。 

  ６の剰余金といたしまして、資本剰余金で国庫補助金が３２万８,０００円、負担金

が１億３,０６９万６６５円、資本剰余金合計といたしまして、１億３,１０１万８,６

６５円でございます。 

  利益剰余金で、減債積立金が１５０万円でございます。建設改良積立金は０でござい

ます。当年度未処分利益剰余金が１億２,６１２万１,１５８円でありまして、利益剰余

金合計が１億２,７６２万１,１５８円でございます。 

  剰余金合計が２億５,８６３万９,８２３円、資本合計が７億７,３８６万８６５円で

ございます。 

  負債資本合計といたしまして、７億８,３９７万２,６５９円でございます。 

  続きまして、１１ページの事業報告書でございます。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業報告書で、概況といたしまして総括事業、営業で、

給水人口が平成２２年度末におきまして５,５４９人で、前年度と比較いたしまして７
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７人の減でございます。配水量の総量では６８万９,３９１立方メートル、前年度と比

較いたしまして、７,４３８立方メートルの増となっています。１日最大の配水量でご

ざいますが、２,０９３立方メートルで、前年度に比べまして６９立方メートルの増で

ございます。１日の平均が１,８８９立方メートルで、前年度に比べまして２１立方メ

ートルの増でございます。有収水量が６５万５,３３４立方メートルで、前年度より１

万７,６７４立方メートルの減でございます。有収率が平成２２年度は９５.１％で、前

年度より３.６％減少してございます。 

  （２）といたしまして、水道事業関係議会議決事項といたしましては、議案第４１号

は平成２２年度紀美野町上水道事業会計当初予算として、平成２２年３月５日に提出さ

せていただいております。そして３月１８日に議決をいただきました。議案第６５号は、

平成２２年度第１号補正予算として、平成２２年６月８日に提出させていただきまして、

６月１８日に議決を賜りました。議案第９２号は、平成２２年度の補正予算（第２号）

といたしまして、平成２２年９月６日に提出させていただきまして、９月２２日に議決

を賜りました。 

  続きまして、１２ページをお願いいたします。 

  職員に関する事項でございます。 

  平成２３年３月３１日現在では事務吏員が２名、技術吏員が２名で、計４名でござい

ます。これは前年度と比べまして１名減となってございます。 

  次に２の工事でございます。 

  建設改良工事の概況では、４件の新設または移設工事を施工いたしております。工事

名は４件とも県道奥佐々阪井線配水管移設または新設工事でございまして、動木地区２

カ所、小畑地区２カ所でございます。施工内容は配水管の口径５０ミリから１００ミリ、

合わせまして延長５７７.８メートルを施工させていただいております。 

  保存工事の概況はございません。 

  次に１３ページでございますが、業務に関しましては、先ほど説明申し上げました総

括事業と同じ内容でございますので、省略させていただきます。 

  続きまして、１５ページをお願いいたします。 

  会計の重要契約の要旨でございます。 

  契約年月日が平成２２年４月１４日、契約金額が２９２万５０円、これは先ほど説明

させていただきました県道奥佐々阪井線動木地内の配水管移設工事でございます。契約
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の相手方は株式会社野上建設でございます。 

  次に契約年月日が平成２２年４月１４日、契約金額が１６２万２,２５０円、これは

県道奥佐々阪井線小畑地内水道管移設工事でございます。契約の相手方は株式会社日紀

建設でございます。 

  次に契約年月日が平成２２年６月１４日、契約金額が９１０万４,５５０円、これは

県道奥佐々阪井線小畑地内配水管新設工事でございます。契約の相手方は松江建設でご

ざいます。 

  次に契約年月日が平成２２年１２月３日、契約金額が１８８万４,７５０円、これに

つきましても県道奥佐々阪井線動木地内配水管移設工事でございます。契約の相手方は

新谷鉄工でございます。 

  企業債及び一時借入金の概況でありますが、企業債につきましては、前年度末残高が

３億１,０６９万３,４９９円で、本年度の借入額はございません。本年度償還額が１,

０５５万３,１２４円で、本年度末残高が３億１４万３７５円となってございます。 

  なお、１６ページから２１ページまで、財務諸表附属書類及び固定資産明細書、企業

債明細書となってございますけれども、後ほど御精読をお願いいたしたいと思います。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（水道課長 南 秀秋君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    説明が終わりましたので、監査結果について、報告願いま

す。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    ただいま水道課長から平成２２年度の決算につい

て報告がございましたので、私から監査報告をさせていただきます。 

  ２５ページをお開きください。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業会計決算審査に対する意見書。 

  平成２２年度紀美野町上水道事業会計決算について、地方公営企業法第３０条第３項

の規定により、町長より決算審査の請求を受け、慎重審査したところ、執行上遺漏なく、

勘定科目と収入、支出票及び証拠書類と符合一致したので、本会計決算は正当であるこ

とを認める。 

              平成２３年８月２６日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 



－３９－ 

                         紀美野町監査委員   美濃良和 

  続きまして３０ページをお開きください。 

  平成２２年度上水道事業会計経営健全化審査意見書について、報告いたします。 

  町長から提出された資本不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適

正に作成されているかどうかを主眼として審査した。 

  資本不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成

されているものと認められる。資本不足比率は経営健全化基準を下回っている状況であ

り、指摘すべき事項は特にない。 

              平成２３年８月２６日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                         紀美野町監査委員   美濃良和 

  以上をもって、監査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 向江信夫君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第５１号 紀美野町暴力団排除条例の制定について 

○議長（加納国孝君）    日程第１５、議案第５１号、紀美野町暴力団排除条例の制

定について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の３１ページをお開きください。 

  議案第５１号、紀美野町暴力団排除条例の制定について。 

  紀美野町暴力団排除条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  和歌山県暴力団排除条例を補完して暴力団の排除への取り組みを強化するため、本条

例を制定するものでございます。 

  次の３２ページをお願いします。 

  紀美野町暴力団排除条例。 

  この条例の要旨について、御説明いたします。 

  第１条の目的につきましては、本町からの暴力団排除に関して基本的理念を定め、町
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及び町民等の責務を明らかにするとともに、暴力団排除に関する施策等を定めることに

より、暴力団排除を推進し、もって町民の安全で安心かつ平穏な生活を確保し、本町に

おける社会経済活動の健全な発展に寄与することとなってございます。 

  ２条、３条は定義と基本理念を定め、４条、５条は町の責務と町民等の責務を明確に

しています。 

  次の３３ページをお願いします。 

  第６条につきましては、町の実施する事務または事業が暴力団を利することとならな

いように町が行うべき措置について定めたものです。 

  第７条につきましては、本町の公の施設を利用することで暴力団活動の助長や運営に

資することとならないようにするため、必要な措置について定めています。 

  第８条につきましては、町民等に対する支援を定め、第９条につきましては、町立中

学校において暴力団への加入防止、被害防止のための教育、指導が行われるよう、適切

な措置を行うこととし、青少年の育成に携わる者に支援等を行うことについて定めたも

のでございます。 

  次の３４ページにまいります。 

  第１０条、第１１条につきましては、町民が暴力団の威力を利用すること及び暴力団

に財産上の利益を供与することを禁止することとなっています。 

  第１２条につきましては委任規定でございます。 

  附則につきましては、施行期日の規定であります。 

  以上、簡単ではございますけれども、説明とさせていただきます。 

  原案どおり御可決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第５２号 紀美野町税条例等の一部を改正する条例について 

○議長（加納国孝君）    日程第１６、議案第５２号、紀美野町税条例等の一部を改

正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○税務課長（中谷嘉夫君）    それでは議案書の３５ページをお開きください。 

  議案第５２号、紀美野町税条例等の一部を改正する条例について。 
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  紀美野町税条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、地方税法等の一部を改正する法律（平成２３年法律第８３号）、地方税法

施行令の一部を改正する政令（平成２３年政令第２０２号）及び地方税法施行規則の一

部を改正する省令（平成２３年総務省令第９６号）が公布されたことに伴い、紀美野町

税条例の改正を行うものである。 

  次の３６ページを御覧ください。 

  紀美野町税条例等の一部を改正する条例。 

  第１条、紀美野町税条例（平成１８年条例第５１号）の一部を次のように改正する。 

  今回の改正は、寄付金税額控除の適用下限額の引き下げ及び個人住民税等の罰則の見

直しを行うとともに、税負担軽減措置等の整理・合理化を図ることを行う地方税法等の

一部改正に基づくものでございます。 

  主な改正内容を簡単に説明させていただきます。 

  第２６条第１項、町民税の納税管理人の不申告に関する過料につきましては、現行３

万円を１０万円とする改正となっています。 

  第３４条の７、寄付金税額控除につきましては、地方税法第３１４条の７の改正に伴

う改正となっています。地方税法の改正では、１点目として公共団体、共同募金会、日

本赤十字社への寄附が控除対象と明記されたことと、２点目として、寄付金税額控除の

適用下限額が５,０００円から２,０００円に引き下げられたことになっています。この

地方税法改正に伴う改正となっております。 

  ３７ページをお願いします。 

  第３６条の４第１項、町民税にかかる不申告に関する過料、第５３条の１０第１項、

退職所得申告書の不提出に関する過料、第６５条第１項、固定資産税の納税管理人にか

かる不申告に関する過料、第７５条第１項、固定資産税にかかる不申告に関する過料及

び第８８条第１項、軽自動車にかかる不申告に関する過料、第１０７条第１項、鉱山税

納税管理人にかかる不申告に関する過料及び第１３３条第１項、特別土地保有税の納税

管理人にかかる不申告に関する過料につきましても、現行の過料３万円を１０万円とす

る改正となっております。 

  第１００条の２、たばこ税にかかる不申告に関する過料、第１０５条の２、鉱山税不
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申告にかかる過料、第１３９条の２、特別土地保有税にかかる不申告に関する過料につ

きましては、申告書を提出期限までに提出しなかった者に対して、１０万円以下の過料

を課する条文が追加されました。 

  ３８ページをお願いします。 

  附則第７条の４、寄付金税額控除における特例控除額の特例につきましては、地方税

法３１４条の７、法附則第５条の５第２項の改正に伴う改正で、寄付金税額控除の適用

下限額を５,０００円から２,０００円に改正した以外に内容は変更ございません。 

  附則第８条、肉用牛の売却による事業所得にかかる町民税の課税の特例につきまして

は、地方税法附則第６条第４項及び第５項の改正に伴う改正です。肉用牛の売却による

事業所得にかかる住民税の課税の特例につきましては、免税対象飼育牛の売却頭数を年

間２,０００頭から１,５００頭とし、その適用期限を平成２４年度から平成２７年度へ

改正するものでございます。これは平成２５年度分以降の個人住民税より適用するとい

うことになっております。 

  附則第１６条の３、第３項から附則第２０条の４第２項につきましては、第３４条の

７第１項、寄付金税額控除及び附則第７条の３の２第１項、住宅借入金等特別税額控除

の改正に伴う改正となっております。 

  ４０ページをお願いします。 

  第２条、紀美野町税条例の一部を改正する条例（平成２０年条例第１５号）の一部を

次のように改正する。 

  附則第２条、個人の町民税に関する経過措置となっております。 

  第６項、寄付金控除、その中の条文の改正でございます。 

  続きまして第１０項、上場・株式等にかかる配当所得にかかる町民税の課税の特例と

第１７項及び第２２項中の特例期間、平成２３年１２月３１日が平成２５年１２月３１

日に２年延長となっております。 

  第３条、紀美野町税条例の一部を改正する条例（平成２２年条例第１３号）の一部を

次のように改正する。 

  附則第１条第４号、附則第２条の第６項につきましては、非課税口座内、上場・株式

等の譲渡にかかる町民税の所得計算の特例について、施行日を２年延長し、平成２７年

１月１日に改正となっております。 

  附則、この条例は、一部を除き、公布の日から施行となっております。 



－４３－ 

  以上でございます。 

  御審議いただきまして、原案のとおり可決いただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

（税務課長 中谷嘉夫君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第５３号 紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を改正す 

              る条例について 

○議長（加納国孝君）    日程第１７、議案第５３号、紀美野町心身障害児在宅扶養

手当支給条例の一部を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ４３ページを御覧ください。 

  議案第５３号、紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を改正する条例につ

いて。 

  紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例を次のとおり改正したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由、精神保健福祉手帳保持者を対象とするため、紀美野町心身障害児扶養手当

支給条例の改正を行うものでございます。 

  ４４ページをお願いします。 

  紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町心身障害児在宅扶養手当支給条例の一部を次のように改正する。 

  第３条に次の１号を加える。 

  ３号、精神障害児であって精神障害者保健福祉手帳の交付を受けているもの。 

  第４条中「看護」を「監護」に改める。 

  第６条中「１１月末日までに」を削る。 

  第８条第２号を次のように改める。 

  ２号、児童の監護を怠っていると認められるとき。 

  附則、この条例は公布の日から施行する。 

  改正の主な目的は、精神障害者保健福祉手帳を持っている方も在宅扶養手当支給の対
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象者に加えるということでございます。 

  あとは字句の訂正でございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

  御審議の上、原案どおり御可決をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 

◎日程第１８ 議案第５４号 紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する 

              条例について 

○議長（加納国孝君）    日程第１８、議案第５４号、紀美野町水道事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、南君。 

（水道課長 南 秀秋君 登壇） 

○水道課長（南 秀秋君）    議案書の４５ページをお願いいたします。 

  議案第５４号、紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

  紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定により、議会の議決を求める。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、条文別表中の誤記修正に伴い、改正するものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  紀美野町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町水道事業の設置等に関する条例（平成１８年条例第１４０号）の一部を次の

ように改正する。 

  別表を次のように改める。 

  修正箇所につきましては、お手元の条例の一部を改正する条例にかかる新旧対照表の

２３ページを御覧いただきたいと思います。 

  第２条関係、別表中の給水区域にかかる分といたしまして、現行美里簡易水道の下か

ら２行目でございます。四郷の全域、上ヶ井、円明寺の一部を含む地域とありますとこ

ろを、四郷、上ヶ井の一部、円明寺の一部に、毛原簡易水道の小西の全域、毛原中、毛

原下の一部を含む地域とありますところを、小西、毛原中の一部、毛原下の一部に、長
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谷宮簡易水道の毛原上、長谷宮の全域とありますところを、毛原上につきましては一部

が欠落しておりましたので、毛原上の一部、長谷宮と、給水区域の表記の仕方につきま

しては、全域という表記方法を用いておりましたが、これを他の水道の表記の仕方、全

域につきましては地区名を、一部の区域につきましては地区名の後に「の一部」という

表記に統一させていただくものでございます。 

  次に１日最大給水量にかかる分といたしまして、上水道にかかる１日最大給水量を２,

０００立方メートルから１,８９０立方メートルに、中田簡易水道にかかる１日最大給

水量を１４立方メートルから１６.５立方メートルに、毛原簡易水道にかかる１日最大

給水量を３６８立方メートルから３６８.４立方メートルに、表記の修正をさせていた

だくものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成２３年１０月１日から施行するものでございま

す。 

  以上、よろしく御審議賜りまして、原案どおり御可決賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

（水道課長 南 秀秋君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第５５号 紀美野町道路線の認定について 

○議長（加納国孝君）    日程第１９、議案第５５号、紀美野町道路線の認定につい

て、議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    ４７ページをお願いします。 

  議案第５５号、紀美野町道路線の認定について。 

  道路法第８条第１項の規定により、紀美野町道路線を下記のとおり認定したいので、

同法同条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  路線番号につきましては５０５９、路線名は福田中央線、幅員は５メートルから９メ

ートル、延長につきましては１９０メートル。起点は福田１３２番地１先、終点につき

ましては松瀬６０番地１先となっております。 

  この路線につきましては、福田地区から松瀬地区につながる４１０メートルの町道福
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田松瀬線として事業化され、平成２０年度から事業を開始し、本年の８月に完成をしま

した。 

  この路線区間につきましては、資料の図面にもありますが、一部新設がされたため、

延長が１９０メートルありまして、この区間につきましては、町道名と町道認定をお願

いするものであります。 

  以上、簡単ではございますが、よろしくお願いします。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第５６号 五色台広域施設組合規約の変更について 

○議長（加納国孝君）    日程第２０、議案第５６号、五色台広域施設組合規約の変

更について、議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の４８ページを御覧ください。 

  議案第５６号、五色台広域施設組合規約の変更について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、五色台広域施設組合規約を次のとおり

変更したいので、同法第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２３年９月６日提出 紀美野町町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、五色台広域施設組合への紀の川市の全域加入に伴い、五色

台広域施設組合規約の所要の改正を行うためでございますが、規約改正に至る経緯につ

きましては、構成組合市である紀の川市から、現存の火葬場が老朽化を迎える中、紀の

川市全域の火葬事務を五色台広域施設組合へ事務移管したい旨の申し出を受けまして、

組合参与会等で協議を重ねてまいりましたが、組合事務を継続的かつ効率的に推進する

ため、当組合の事務の範囲を紀の川市全域に拡大し、共同処理する方向性が組合の管理

者会で確認されたため、本議会に組合の規約改正を上程させていただくものでございま

す。 

  １枚めくっていただきまして、議案書の４９ページをお願いいたします。 

  それでは具体的に改正内容を説明させていただきます。 

  別冊といたしまして、新旧対照表を添付させていただいておりますので、参考にして

いただければと思います。 
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  新旧対照表につきましては、別添参考資料の２４ページから２７ページとなってござ

いますので、御覧いただければと思います。 

  まず、規約の一部を改正する規約第１条関係でございますが、第３条第１項中、「運

動公園」を「五色台運動公園」に改めます。これは現行規約では、単に運動公園として

記載しておりましたが、他の運動公園と区別するため、今回、五色台運動公園と明記す

るものでございます。 

  次に同条第２項中、紀美野町の次に「及び紀の川市」を加え、「海南市及び紀の川

市」を「海南市」に改めます。これにつきましては、現行規約では海南市と紀の川市が

部分加入でございましたが、今回、紀の川市が全域加入となりますので、海南市及び紀

の川市という表現を海南市のみとするための改正でございます。 

  次に第５条第１項中「１３人」を「１４人」に改め、同条第２項中「３人」を「４

人」に改める。これにつきましては、紀の川市全域加入により、紀の川市の負担割合が

約２８％から約５１％強を占めることから、紀の川市選出議員を１名増とするための改

正でございます。組合議員の定数が１３名から１４名となります。 

  次に第１０条第２項及び第３項中「知識経験」を「識見」に改める改正でございます。

これにつきましては、知識経験を有する者という表現を識見を有する者という表現に改

正するものでございます。 

  また第１１条第２項第１号中「運動公園」を「五色台運動公園」に、「海南市及び紀

の川市」を「海南市」に改め、同項第２号中「海南市及び紀の川市にあっては別表に定

める区域」を「海南市にあっては別表に定める区域、紀の川市にあっては合併前の貴志

川町の区域に改める」これにつきましては「運動公園」を「五色台運動公園」に改める

ことにつきましては、先ほど説明させていただいたとおりでございますが、第１１条第

２項第１号に規定しております施設設備にかかる分担金につきましては、紀の川市全域

加入いたしますので、紀の川市については別表で区域を設定する必要がなくなるため、

紀の川市という表現を削るものでございます。 

  また同項第２号につきましては、施設の管理運営にかかる分担金の規定でありまして、

新施設が供用開始するまでは、現行どおり海南市にあっては別表に定められる区域、紀

の川市については合併前の貴志川町の区域とするものでございます。 

  次に改正規約第２条関係でございますが、第１１条第２項第２号中、「別表」を「、

別表」に改め、「、紀の川市にあっては合併前の貴志川町の区域」を削る。これにつき
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ましては、先ほども説明させていただきましたが、第１１条第２項第２号につきまして

は、施設の管理運営にかかる分担金の規定でありまして、施設が供用開始されましてか

らは、紀の川市全域に対して、この運営分担金がかかることとなるための改正となって

ございます。 

  附則の１といたしまして、この規約は県知事の許可の日から施行することとしており

ます。ただし、改正規約第２条関係の規定は、紀の川市については五色台広域施設組合

が共同処理する区域を同市の全域とすることを起因として行われる火葬炉増設事業によ

り整備される施設の供用開始される日から施行するとなってございます。 

  また、附則の２では、経過措置といたしまして、紀の川市斎場条例第１条に規定する

斎場の管理運営に関する事務については、改正後の五色台広域施設組合規約第３条第１

項の規定にかかわらず、紀の川市において処理するものとするとしております。 

  これにつきましては、新施設が供用開始されるまでは、従前どおり旧貴志川町を除く

紀の川市の火葬につきましては、紀の川市の現存する火葬場で処理するものでございま

す。 

  以上、簡単でございますが、規約改正の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    しばらく休憩します。 

  １３時３０分から再開します。 

 休 憩 

（午前１１時５９分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（加納国孝君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

（午後 １時３０分） 

◎日程第２１ 議案第５７号 平成２３年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）につい 

              て 

○議長（加納国孝君）    日程第２１、議案第５７号、平成２３年度紀美野町一般会

計補正予算（第２号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 
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（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の５０ページをお願いいたします。 

  議案第５７号、平成２３年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）。 

  平成２３年度紀美野町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億４,７６６万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億３,３９９万３,０００円とする。 

   ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ５７ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 

  １２款、分担金及び負担金、１項、分担金、１目、農林水産業費分担金では１４万７,

０００円の増額でございます。小規模土地改良事業分担金でございます。 

  ３目、災害復旧費分担金は１７万４,０００円の増額でございます。農地の災害復旧

事業の分担金でございます。 

  １４款、国庫支出金、２項、国庫補助金、２目、民生費国庫補助金で３３５万２,０

００円の増額でございます。老人福祉費の関係で、認知症の施策総合推進事業費補助金

でございます。 

  １５款、県支出金、２項、県補助金、１目、総務費県補助金で１５５万９,０００円

の増額をお願いするものでございます。紀の川流域水源地域整備振興事業費補助金でご

ざいます。 

  ２目、民生費県補助金で５４９万１,０００円でございます。障害者自立支援特別対

策事業補助金で８５万円、老人福祉費の地域支え合い連携体制構築事業費補助金で２３

０万５,０００円、４節の児童福祉費、子育て支援特別対策事業で６万円、地域子育て

創生事業費補助金で２２７万６,０００円でございます。 

  ４目、農林水産業費補助金では１１０万円、小規模土地改良事業費補助金で３０万円、

間伐・里山再生加速化事業費補助金として８０万円でございます。 
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  ９目、災害復旧事業費で８７万２,０００円、現年の農地農業用施設災害復旧事業の

補助金でございます。 

  次の５８ページをお願いします。 

  １５款、県支出金、３項、県委託金、２目、民生費県委託金では３７３万２,０００

円の減額でございます。認知症地域支援体制構築モデル事業の委託金の減額でございま

す。 

  １６款、財産収入、２項、財産売払収入、２目、不動産売払収入でございます。２５

１万６,０００円です。土地売払の代金でございます。 

  １８款、繰入金、１項、１目、財政調整基金繰入金では、１億９,５１１万９,０００

円の減額でございます。財政調整基金の国の減額でございます。 

  ５目、地域振興基金繰入金では１５０万６,０００円の増額でございます。地域振興

基金の繰入れでございます。光を注ぐ交付金を積み立てておりますことの繰入れでござ

います。 

  １９款、繰越金、１項、１目、繰越金、５億１,３４５万１,０００円でございます。

前年度繰越金の確定によるものでございます。 

  ２１款、町債、１項、町債、１目、総務債では１８０万円、一般単独債の合併特例債

でございますけれども、１８０万円です。 

  ４目、農林水産業債では５０万円、これも一般単独で、小規模土地改良事業にかかる

分の合併特例債でございます。 

  ８目、臨時財政対策債では１,１５４万３,０００円の増額でございます。臨時財政対

策債の確定に伴うものでございます。 

  １枚めくっていただきまして、５９ページをお願いします。 

  同じく町債、９目、教育債で２００万円、一般単独事業債でございます。スポーツ公

園体育館の耐震診断にかかる合併特例債でございます。 

  １０目、災害復旧債では５０万円、現年補助災害復旧事業債のものでございます。 

  歳入は以上でございまして、歳出、６０ページをお願いします。 

  ２款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費では３３７万３,０００円でご

ざいます。修繕料で２５万４,０００円、工事請負費、役場本庁舎外壁改修工事で３１

１万９,０００円でございます。 

  ３目、会計管理費で１３万７,０００円、時間外勤務手当でございます。 
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  ４目、財産管理費で５４万６,０００円、これも修繕料でございます。 

  ５目、企画費で８５万５,０００円、職員の時間外勤務手当で５０万円、委託料、３

１万５,０００円でございます。地籍情報のデータ異動の修正業務委託料ということで

ございます。１９節、負担金では４万円の増でございます。 

  ６目、電子計算費で６３万７,０００円、職員の時間外勤務手当で４４万６,０００円、

委託料として産業廃棄物、これはパソコン、サーバー等の処理費でございます。１９万

１,０００円でございます。 

  ７目、支所及び出張所費で１０４万円、修繕料でございます。支所のカウンターを低

くするという修繕でございます。 

  ９目、自治振興費、１９０万１,０００円、福田集会所の耐震診断の委託料でござい

ます。 

  １０目、交通安全対策費で２０万円の増額でございます。防犯灯及び修理の補助金の

増でございます。 

  １２目、防災諸費で２５８万３,０００円、事業費の食糧費で５８万３,０００円、備

蓄の食糧、飲料水の増額をお願いするものでございます。防火用水としての東池補修工

事というようなことで、２００万円の工事費の計上をお願いしております。 

  ６１ページでございます。 

  ３款、民生費、１項、社会福祉費、３目、老人福祉費で２５８万１,０００円の増額

でございます。主なものは報償費の８５万３,０００円、あるいは需用費の８５万８,０

００円、委託料の６８万３,０００円、この費用につきましては、地域支え合いの経費

が主なものでございます。 

  ４目、障害者福祉費、８０１万７,０００円の増額でございます。障害者の電算シス

テム改修委託料として１０５万円、過年度補助金の返還金、６９６万７,０００円でご

ざいます。 

  ５目、老人医療費では１４万２,０００円、過年度返還金でございます。 

  ６２ページでございます。 

  ３款、２目、２項、児童福祉費、１目、児童福祉総務費で３３万６,０００円でござ

います。報償費で６万円、過年度返還金で２７万６,０００円でございます。 

  ５目、保育所費で１１万８,０００円、備品購入費でございます。 

  ４款、衛生費、１項、保健衛生費、１目、保健衛生総務費で９万６,０００円、いき
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いき行動計画策定委員報酬でございます。 

  ４目、環境衛生費で１２２万７,０００円の減額でございます。それぞれ美里簡水、

野上簡水の特別会計の繰出金の増額、あるいは減額のものでございます。 

  ５目、成人保健対策費、３０万６,０００円、これも過年度返還金でございます。 

  ７目、診療所費で５４６万円の減額でございます。国民健康保険診療所特別会計の繰

出金の減額となっております。 

  ６３ページをお願いします。 

  ５款、農林水産業費、１項、農業費、４目、耕地総務費では１０万７,０００円の減

額でございます。１０万円の公用車の燃料費、ガソリン代ですが、それと２８節の繰出

金、農業集落排水事業特別会計への繰出金の減額でございます。 

  ８目、小規模土地改良事業費では１０１万円の増でございます。福田湯の水路改修に

伴う工事費が主なものでございます。 

  ５款、農林水産業費、２項、林業費、１目、林業総務費では１０１万８,０００円の

増額でございます。１１節、燃料費、公用車のガソリン代です。１３節、委託料では間

伐・里山再生加速事業委託金、８０万円が主なものでございます。負担金につきまして

は、事業費の増による負担金の増ということでございます。 

  ６款、商工費、１項、商工費、１目、商工振興費で８万２,０００円、時間外勤務手

当でございます。 

  ２目、観光費、２９万４,０００円につきましても、職員の時間外勤務手当でござい

ます。 

  ６４ページをお願いします。 

  ７款、土木費、１項、土木管理費、１目、土木総務費で１０万円、これも公用車の燃

料費でございます。 

  同じく７款、２項、道路橋りょう費、１項、１目、道路橋りょう維持費で２,５０６

万円でございます。６万円の修繕費、それから町道の維持補修・舗装関連の工事で、補

修費として２,５００万円でございます。 

  ２目、道路橋りょう新設改良費は増減がございません。予算の組みかえということで、

それぞれの事業費の入れかえで、事業ごとの費用の入れかえとなってございます。 

  ８款、消防費、１項、消防費、２目、非常備消防費で１,３３５万９,０００円でござ

います。公務災害補償掛金ということで、東日本大震災によります補償という関係で、
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非常に掛金が大きくなったものでございます。 

  ６５ページをお願いします。 

  ９款、教育費、２項、小学校費、１目、学校管理費で４２万３,０００円です。修繕

費で１０万４,０００円、備品購入費で３１万９,０００円でございます。 

  ２目、教育振興費で８５万２,０００円は、１８万７,０００円の修繕料と備品購入と

いうことで、図書備品ということの中で、光を注ぐ関係の図書の備品でございます。 

  同じく９款、３項、中学校費、１目、学校管理費で５０万８,０００円、修繕料で４

０万８,０００円、グランドの土等ですが、原材料費で１０万円ということでございま

す。 

  ２目、教育振興費で６５万４,０００円、備品購入費ということで、図書備品という

ことで、これも光を注ぐ図書の関係で事業費として上げるもので、備品購入費でござい

ます。 

  同じく９款、４項、社会教育費、２目、生涯学習振興費で２３３万３,０００円でご

ざいます。報償費で４万円、備品購入費、１６９万３,０００円でございます。カプラ

であるとか、カロリーングの、そういう備品購入費でございます。１９節、世界民族祭

への補助金が６０万円ということでございます。 

  ３目、公民館費、３７万円、これも備品購入費でございます。おむつ交換ベッドを予

定しております。 

  ９目、文化センター管理費、１７万３,０００円、これも備品費で、おむつ交換ベッ

ドでございます。 

  ９款、５項、保健体育費、２目、体育施設管理運営費で２５９万円です。修繕費で４

２万円、役務費で２万８,０００円、し尿汚泥くみとり手数料、１３節でスポーツ公園

耐震診断業務委託料でございます。１１４万２,０００円です。 

  １０款、災害復旧費、２項、農林水産業施設災害復旧費、１目、農地農業用施設災害

復旧費、１７９万６,０００円でございます。薮阪農地の災害復旧工事、森下農地の災

害復旧工事、２点分の１７４万４,０００円が主なものでございます。 

  ６７ページをお願いします。 

  １２款、諸支出金、１項、基金費、１目、財政調整基金費でございます。２億８,１

００万円の増額でございます。財政調整基金への積み立てを行うものでございます。繰

越金の約半分となってございます。 
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  ５４ページをお願いします。 

  第２表、地方債補正でございます。 

  補正後の額でございます。一般単独債で、限度額を２億７５０万円の増をお願いする

ものでございます。臨時財政対策債では２億８,２２８万３,０００円、災害復旧事業債

では５０万円、それぞれ限度額の増額をお願いするものです。 

  補正後の起債の方法、あるいは利率、償還の方法は補正前と変わりございません。 

  以上、説明とさせていただきます。 

  原案どおり御可決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第２２ 議案第５８号 平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

◎日程第２３ 議案第５９号 平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第１号）について 

◎日程第２４ 議案第６０号 平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第２２、議案第５８号、平成２３年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第２３、議案第５９号、平成２

３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）について及び日程

第２４、議案第６０号、平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居秀行君）    議案書の６８ページを御覧ください。 

  議案第５８号、平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２３年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４９３万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億２,３９７万８,０００円とする。 
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  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の７３ページを御覧ください。 

  歳入です。 

  ４款、療養給付費等交付金、１項、１目、療養給付費等交付金で４３２万８,０００

円の補正でございます。これにつきましては、平成２２年度の退職者医療療養給付費等

の交付金が確定されましたことによります増額補正でございます。決定交付額は４３３

万８,０００円でございますが、現計予算が１万円ございますので、差額の４３２万８,

０００円の補正を計上するものでございます。 

  次に１１款、繰越金、１項、１目、繰越金で３,０６０万９,０００円の増額補正でご

ざいます。これにつきましては、平成２２年度の国保会計の決算により、剰余金が３,

０６１万１７８円となりましたが、現計予算が１,０００円ございますので、差額の３,

０６０万９,０００円を繰越金として補正するものでございます。 

  続きまして次のページ、７４ページ、歳出でございます。 

  ４款、前期高齢者納付金等、１項、１目、前期高齢者納付金の１９節、負担金、補助

及び交付金で９万９,０００円の増額補正をお願いするものでございます。これにつき

ましては、前々年度前期高齢者納付金の額が確定されましたことによります補正でござ

います。 

  次に６款、介護納付金、１項、１目、介護納付金の１９節、負担金、補助及び交付金

で４５２万９,０００円の増額補正でございます。これにつきましても、前々年度の納

付金の額の確定によります補正でございます。 

  次に８款、保健事業費、１項、１目、特定健康診査等事業費の２３節、償還金、利子

及び割引料で１２０万８,０００円の増額補正でございますが、これにつきましては平

成２２年度の特定健診等にかかる概算交付額、１８３万７,０００円に対しまして、実

績額が１２３万３,０００円となり、差額の６０万４,０００円の返還金が国と県に対し

まして生じたものでございます。国と県それぞれに６０万４,０００円の返還金が生じ

たための補正でございます。 

  次に９款、諸支出金、１項、２目、償還金の２３節、償還金、利子及び割引料で１,

２４０万８,０００円の増額補正でございます。これにつきましても、平成２２年度の
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補助金の概算交付額に対します実績額の確定による補正でございます。 

  ７５ページをお願いいたします。 

  ９款、諸支出金、３項、１目、財政調整基金費の２５節、積立金で１,６６９万３,０

００円の補正でございます。これにつきましては前年度繰越金、３,０６０万９,０００

円から本補正に必要な額を差し引いた残額を基金に積み立てるものでございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の７６ページをお願いいたします。 

  議案第５９号、平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

１号）。 

  平成２３年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）は、次

に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５万３,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,２９０万５,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８１ページを御覧ください。 

  歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１項、１目、一般会計繰入金で５４６万円の減額補正でございます。

これにつきましては、平成２２年度の診療所特別会計の決算により、剰余金が５６１万

３,０００円出たための補正でございます。 

  次に５款、繰越金、１項、１目、繰越金で５５１万３,０００円の増額補正でござい

ます。これにつきましては、先ほど説明いたしましたが、平成２２年度の剰余金が５６

１万３,０００円ございまして、現計予算が１０万円ございましたので、補正額といた

しましては、差額の５５１万３,０００円を計上したものでございます。 

  次に８２ページの歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、１目、一般管理費の１２節、役務費で５万３,０００円の増額

補正をお願いするものでございます。これにつきましては、毛原診療所及び国吉診療所
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の遠隔画像ネットワーク事業に伴います回線使用料９カ月分の補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計

補正予算（第１号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の８４ページを御覧ください。 

  議案第６０号、平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２３年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ３億４,７３８万４,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ８９ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  ５款、繰越金、１項、１目、繰越金で、５１万円の増額補正でございます。これにつ

きましては、前年度繰越金の確定によります補正でございます。 

  次に９０ページの歳出でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金

の１９節、負担金、補助及び交付金で５１万円の補正でございます。これにつきまして

は、歳入で説明をさせていただきました繰越金をもって充てるものでございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２３年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）の説明とさせていただきます。 

  御審議の上、原案どおり御可決賜りますようお願いを申し上げます。 

（住民課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第２５ 議案第６１号 平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              １号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第２５、議案第６１号、平成２３年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 
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  保健福祉課長、山本君。 

（保健福祉課長 山本倉造君 登壇） 

○保健福祉課長（山本倉造君）    ９２ページをお願いします。 

  議案第６１号、平成２３年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２３年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９９１万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億１,６７７万１,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９７ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  ７款、繰越金、１項、繰越金、１目、繰越金、平成２２年度の決算の確定による繰越

金の補正でございます。繰越金は２,４６１万７,８８５円となっています。 

  ９款、町債、１項、財政安定化基金貸付金、１目、財政安定化基金貸付金で、財政安

定化基金貸付金を１,４７０万円減額するものでございます。 

  ９８ページをお願いします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、時間外勤務手当の補正でござ

います。５３万９,０００円の補正でございます。 

  ４款、諸支出金、１項、諸支出金、１目、償還金、平成２２年度の実績確定によりま

す国庫等の返還金でございます。国庫につきましては４３３万４,００５円、県費につ

きましては２７１万５,９７８円、支払基金につきましては２３２万７,６３４円、合計

９３７万７,６１７円となってございます。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

  御審議をいただきまして、原案どおり可決いただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

（保健福祉課長 山本倉造君 降壇） 



－５９－ 

◎日程第２６ 議案第６２号 平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計補正予算（第１号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第２６、議案第６２号、平成２３年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  産業課長、岩田君。 

（産業課長 岩田貞二君 登壇） 

○産業課長（岩田貞二君）     １００ページをお願いします。 

  議案第６２号、平成２３年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算

（第１号）。 

  平成２３年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６８万３,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,５７２万９,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０５ページをお願いします。 

  歳入でございます。 

  １款、繰越金です。これは平成２２年の決算によりまして、７８万３,０００円が残

額としてあります。その当初分を差し引いた６８万３,０００円を補正するというもの

です。 

  続いて１０６ページ、歳出です。 

  先ほどの６８万３,０００円を基金として積み立てるものです。 

  以上、簡単ですけど、よろしくお願いします。 

（産業課長 岩田貞二君 降壇） 

◎日程第２７ 議案第６３号 平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              算（第１号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第２７、議案第６３号、平成２３年度紀美野町農業集
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落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    １０８ページをお願いします。 

  議案第６３号、平成２３年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２３年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,６１５万３,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １１２ページをお願いします。 

  歳入。第３款、繰入金で、一般会計からの繰入金を２０万７,０００円の減額として、

補正後、１,７２８万５,０００円をお願いするものでございます。これにつきましては、

下の第４款、繰越金で、前年度決算により、２０万７,０００円の増額によるものでご

ざいます。 

  以上、簡単ではございますが、よろしくお願いします。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第２８ 議案第６４号 平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

◎日程第２９ 議案第６５号 平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

○議長（加納国孝君）    日程第２８、議案第６４号、平成２３年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）について及び日程第２９、議案第６５号、平成

２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、一括議題と

します。 

  説明を願います。 

  水道課長、南君。 
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（水道課長 南 秀秋君 登壇） 

○水道課長（南 秀秋君）    １１４ページをお願いいたします。 

  議案第６４号、平成２３年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２３年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,８０２万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８,０４８万５,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １１９ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、２４１万円の減額につきましては、平成２２

年度決算におきまして繰越金が生じましたので、平成２３年度におきまして、基準外繰

入れをしていただいていた分を戻し入れさせていただくものでございます。 

  ４款、諸収入、１目、雑入、１１９万７,０００円の増額につきましては、県道改良

工事に伴う水道管移設工事に伴うものでございます。 

  ５款、繰越金、１目、繰越金、２,９２４万円の増額につきましては、平成２２年度

決算における繰越金の確定に伴うものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、２目、作業費、１１節、需用費、３７０万円の増額につきましては、

野上簡易水道会計にかかる施設のポンプ並びに水位計及びフロート弁の修繕料でござい

ます。１５節の工事請負費、１１９万７,０００円の増額につきましては、県道野上清

水線道路改良工事に伴う水道管移設替え工事でございまして、６月の補正分に加えまし

て、消火栓と空気弁を設置する分が増額となったものでございまして、後日、県から補

償費が入る予定となっております。１６節の原材料費の１００万円の増額につきまして

は、漏水修理等がふえてきたため、当初予想しておりました部品等に不足が生じてきた

ため、水道部品の購入費用をお願いするものでございます。 
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  ３款、予備費、２,２１３万円の増額につきましては、平成２２年度繰越金の確定に

伴うものでございます。 

  続きまして、１２２ページをお願いいたします。 

  議案第６５号、平成２３年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２３年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４６０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億２,３００万６,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                  平成２３年９月６日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １２７ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  ３款、繰入金、１目、一般会計繰入金、１１８万３,０００円の増額につきましては、

歳入歳出差引に伴う不足分でございます。 

  ４款、諸収入、１目、雑入、２５０万円の増額につきましては、町道改良工事に伴う

水道管移設替工事に伴うものでございます。 

  ５款、繰越金、１目、繰越金、９１万７,０００円の増額につきましては、平成２２

年度決算における繰越金の確定に伴うものでございます。 

  次のページをお願いいたします 

  歳出でございます。 

  １款、衛生費、２目、作業費、１１節、需用費の修繕料、１７０万円の増額につきま

しては、現在有収率向上のため、各種漏水調査並びに修理工事を実施しているところで

ございますが、今回お願いする分につきましては、漏水調査の結果判明しました４カ所

の減圧槽に設置されているフロート弁、十数年経過したものでございます。この分の修

繕費用でございます。１５節、工事請負費、２５０万円の増額につきましては、町道神

野市場福田線改良工事に伴う水道管移設替工事費でございまして、後日、補償費が入る

予定となっております。１６節、原材料費、４０万円の増額につきましては、漏水調査

の結果判明しました漏水箇所の修理等がふえたため、当初予想しておりました部品等に



－６３－ 

不足が生じてきましたので、その分の増額をお願いするものでございます。 

  以上、よろしく御審議を賜りまして、原案のとおり御可決賜りますようお願い申し上

げます。 

（水道課長 南 秀秋君 降壇） 

○議長（加納国孝君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（加納国孝君）    本日はこれで散会いたします。 

（午後 ２時２０分） 


